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ソ
連
邦
の
崩
壊
と
ソ
連
共
産
党
の
解
散
と
い
う
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
展
開
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
ク
ー
デ
タ
ー
未
遂
事
件
が
発
生
し
た
の
は

一
九
九
一
年
八
月
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
ち
ょ
う
ど
一
年
が
経
過
し
た
一
九
九
二
年
八
月
、
二
つ
の
注
目
す
べ
き
報
道
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
一

つ
は
N
H
K
テ
レ
ビ
の
敗
戦
記
念
日
特
集
「
東
京
裁
判
へ
の
道
」
で
あ
り
、
他
方
は
『
週
刊
文
春
』
で
の
野
坂
参
三
に
関
わ
る
一
連
の
書
簡
の

公
表
で
あ
っ
た
。
前
者
で
は
、
日
本
共
産
党
の
天
皇
制
廃
止
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
め
ぐ
っ
て
、
一
九
四
六
年
一
月
に
一
六
年
の
亡
命
生
活
か
ら
帰
国

し
た
野
坂
参
三
の
、
こ
れ
ま
で
に
明
ら
か
で
な
か
っ
た
帰
国
ル
ー
ト
、
な
ら
び
に
対
日
戦
後
処
理
方
針
を
め
ぐ
る
米
中
ソ
三
連
合
国
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
、
後
者
で
は
一
九
三
〇
年
代
に
ス
タ
ー
リ
ン
の
も
と
で
粛
正
さ
れ
た
在
ソ
日
本
人
共
産
主
義
者
、
な
か
ん
ず
く
野
坂
み
ず
か
ら

「
譲
葉
の
友
」
と
語
っ
て
い
た
山
本
懸
蔵
に
つ
い
て
、
野
坂
自
身
が
山
本
の
告
発
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
諸
文
書
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
い

ず
れ
も
長
い
間
、
一
般
へ
の
公
開
を
阻
ま
れ
て
い
た
ソ
連
邦
と
ソ
連
共
産
党
の
文
書
庫
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
、
一

〇
〇
歳
と
な
る
野
坂
参
三
日
本
共
産
党
名
誉
議
長
の
共
産
党
か
ら
の
除
名
（
～
九
九
二
年
＝
万
）
を
引
き
起
こ
す
な
ど
の
衝
撃
的
な
事
態
を
と

も
な
っ
た
。
そ
し
て
旧
ソ
連
邦
に
お
い
て
覆
い
隠
さ
れ
て
き
た
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
各
国
共
産
党
、
多
く
の
共
産
主
義
者
に
関
わ
る
諸
文
書
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

研
究
者
に
よ
っ
て
探
索
し
う
る
状
態
に
お
か
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
の
中
か
ら
探
し
出
し
た
こ
れ
ら
の
文
書
群
に
依
拠
し
た
研
究
成
果
の
い
く
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②

つ
か
が
発
表
さ
れ
て
き
た
。

　
筆
者
は
、
こ
の
よ
う
な
旧
ソ
連
文
書
が
日
の
目
を
見
始
め
た
こ
ろ
の
　
九
九
四
年
に
『
一
九
三
〇
年
代
日
本
共
産
党
史
論
』
（
讐
二
書
房
、
以

下
、
田
中
前
著
と
略
）
を
刊
行
し
、
そ
の
序
章
「
日
本
共
産
主
義
運
動
面
研
究
の
現
段
階
」
に
お
い
て
、
そ
れ
ま
で
の
研
究
史
の
整
理
を
試
み
た
。

た
と
え
ば
コ
ミ
ン
テ
ル
と
日
本
共
産
党
と
の
関
係
に
つ
い
て
い
え
ば
、
村
田
陽
一
の
編
集
に
よ
る
『
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
資
料
集
』
全
七
巻
（
大
月

書
店
、
一
九
七
八
～
八
五
年
）
や
『
資
料
集
　
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
日
本
』
全
三
巻
（
大
月
書
店
、
一
九
八
六
～
八
八
年
）
と
い
っ
た
大
部
の
資
料
集
が

す
で
に
日
本
語
で
刊
行
さ
れ
て
い
た
。
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
が
発
表
し
た
公
式
の
文
書
、
舞
台
の
前
面
で
展
開
さ
れ
た
建
前
の
文
書
は
、
そ
の
大
要

を
日
本
語
で
読
む
こ
と
が
す
で
に
で
き
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
一
九
九
〇
年
代
に
発
掘
さ
れ
た
世
界
は
、
い
わ
ば
そ
の
舞
台
裏
、
壇
上
で
ス

ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
浴
び
て
い
る
共
産
主
義
運
動
の
指
導
者
と
し
て
で
は
な
く
、
共
産
主
義
運
動
に
も
お
よ
ん
だ
権
謀
術
数
と
政
治
の
世
界
の
嵐

の
中
で
、
翻
弄
さ
れ
、
も
が
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
息
づ
か
い
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
人
間
の
記
録
で
あ
っ
た
。
薪
し
い
文
書
資
料
の
発
掘
を
と
も

な
っ
た
こ
の
一
〇
年
間
の
共
産
主
義
運
動
史
は
、
し
か
し
な
が
ら
時
勢
を
反
映
し
て
必
ず
し
も
活
発
と
は
い
え
な
い
が
、
拙
著
旧
稿
の
研
究
史

整
理
を
引
き
継
い
だ
、
最
近
の
一
〇
年
を
扱
う
そ
の
続
編
を
試
み
た
い
。

①
旧
ソ
連
文
書
庫
と
俗
称
さ
れ
る
こ
れ
ら
新
た
に
公
開
さ
れ
た
文
番
群
の
も
っ
と

　
も
主
要
な
も
の
は
ツ
パ
（
6
ω
℃
四
二
矧
ω
ω
　
ソ
連
共
産
党
中
央
委
員
会
ア
ル
ヒ
ー

　
ブ
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
ル
ツ
ヒ
ド
ニ
（
”
寡
孤
露
U
客
同

　
ロ
シ
ア
現
代
史
文
書
保
管
セ
ン
タ
ー
）
と
改
称
さ
れ
た
の
ち
、
現
在
は
ル
ガ
ス
ピ

　
（
矯
O
》
ω
℃
團
　
ロ
シ
ア
国
立
社
会
政
治
史
ア
ル
ヒ
！
フ
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

②
　
旧
ソ
連
文
書
館
の
文
誉
を
閲
覧
す
る
体
勢
は
、
ま
だ
一
貫
せ
ず
、
か
ね
て
か
ら

　
の
非
能
率
な
シ
ス
テ
ム
と
も
相
ま
っ
て
、
と
り
わ
け
外
国
入
研
究
者
に
と
っ
て
は
、

　
労
多
き
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
一
九
九
一
年
末
か
ら
モ
ス
ク
ワ
に
滞
在
す
る
機
会

を
得
た
富
田
武
は
、
系
統
的
に
旧
ソ
連
文
書
を
閲
覧
し
た
最
初
の
日
本
人
研
究
者

の
一
入
で
あ
る
。
富
闘
の
「
モ
ス
ク
ワ
・
ア
ル
ヒ
ー
ブ
事
情
」
（
ナ
ウ
カ
㎎
窓
』

第
九
二
号
、
一
九
九
五
年
三
月
）
は
、
そ
の
実
情
を
紹
介
し
た
早
い
例
で
あ
る
が
、

そ
の
実
態
も
刻
々
に
変
化
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
閲
覧
の
体
験
談
の
比
較
的
最
近

の
も
の
と
し
て
、
島
田
顕
「
モ
ス
ク
ワ
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
資
料
ー
ス
ペ
イ
ン
内

戦
関
連
文
書
の
研
究
i
」
（
『
大
原
社
会
問
題
研
究
所
雑
誌
㎞
第
五
二
五
号
、
二

〇
〇
二
年
八
月
）
を
挙
げ
て
お
く
。
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民主主義・平和主義・社会主義（闘中）

［
　
二
〇
世
紀
「
戦
争
と
革
命
の
時
代
」
？
．

　
歴
史
ブ
ー
ム
は
恒
常
的
な
の
か
、
新
刊
書
群
の
中
に
、
歴
史
関
係
の
叢
書
類
は
次
か
ら
次
へ
と
登
場
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
叢
書
の
う
ち
で

社
会
運
動
史
関
係
の
論
考
に
ど
の
程
度
の
比
重
が
与
え
ら
れ
て
い
る
か
を
比
較
検
討
し
て
み
る
と
、
近
年
の
こ
の
分
野
の
凋
落
ぶ
り
が
よ
く
反

映
さ
れ
て
い
る
。

　
『
日
本
の
時
代
史
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
～
〇
四
年
）
は
、
全
三
〇
巻
の
う
ち
二
〇
世
紀
前
半
に
三
巻
を
あ
て
て
い
る
か
ら
決
し
て
近
代

の
比
重
が
少
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
第
；
二
巻
『
ア
ジ
ア
の
帝
国
主
義
国
家
』
で
は
小
路
田
泰
直
「
都
市
と
農
村
」
の
な
か
で
「
都
市

社
会
主
義
と
い
う
選
択
」
と
し
て
安
部
磯
雄
や
社
会
政
策
学
会
の
動
き
に
触
れ
る
の
み
で
、
日
露
戦
争
の
章
で
は
社
会
主
義
や
非
戦
論
を
あ
つ

か
っ
た
記
述
は
な
い
。
第
二
四
巻
『
大
正
社
会
と
改
造
の
潮
流
』
（
季
武
嘉
也
）
で
は
社
会
思
潮
と
し
て
の
「
改
造
」
、
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
に
つ

い
て
冒
頭
の
数
ペ
ー
ジ
で
触
れ
る
の
み
で
あ
る
。
第
二
五
巻
『
大
日
本
帝
国
の
崩
壊
』
（
山
室
建
徳
）
は
映
画
、
生
活
実
相
、
技
術
と
い
っ
た
内

容
が
中
心
の
章
立
て
で
社
会
運
動
に
つ
い
て
の
独
立
の
章
は
な
い
。

　
歴
史
学
研
究
会
・
日
本
史
参
究
会
共
編
の
日
本
史
の
通
史
論
集
は
、
一
九
五
〇
年
代
以
来
、
そ
の
第
四
次
の
シ
リ
ー
ズ
が
『
日
本
史
講
座
』

全
一
〇
巻
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
～
〇
五
年
）
。
中
江
兆
民
・
田
中
正
造
・
田
添
鉄
二
を
論
じ
た
小
松
裕
「
民
権
運

動
と
社
会
主
義
」
（
第
八
巻
『
近
代
の
成
立
』
）
と
、
賀
川
豊
彦
・
大
杉
栄
・
山
川
均
・
高
畠
素
之
を
と
り
あ
げ
た
安
田
浩
「
階
級
と
解
放
一
大

正
社
会
主
義
の
諸
相
」
（
第
九
巻
『
近
代
の
転
換
』
）
の
二
編
が
、
社
会
運
動
、
社
会
思
想
を
あ
つ
か
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
か
。

　
二
〇
〇
三
年
か
ら
配
本
が
始
ま
っ
た
「
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
評
伝
選
」
の
既
刊
、
な
ら
び
に
予
告
に
お
い
て
、
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
二
〇
〇
名
も

の
日
本
史
上
の
人
物
の
う
ち
、
社
会
主
義
者
と
し
て
は
『
福
本
和
夫
』
（
伊
藤
晃
執
筆
予
定
）
た
だ
ひ
と
り
が
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ

な
い
。
吉
川
弘
文
館
の
「
人
物
叢
書
」
と
の
比
較
に
お
い
て
さ
え
、
社
会
運
動
史
関
係
の
比
重
の
低
さ
が
目
立
つ
。

　
こ
こ
ろ
み
に
社
会
運
動
史
研
究
全
盛
期
と
そ
の
余
韻
が
あ
っ
た
と
い
え
る
第
三
次
岩
波
講
座
『
日
本
歴
史
』
近
代
一
～
八
（
一
九
七
五
～
七

139 （139）



七
年
）
の
各
巻
に
収
め
ら
れ
た
社
会
運
動
史
関
連
の
論
文
の
タ
イ
ト
ル
と
筆
者
を
列
挙
す
れ
ば
、
江
村
栄
一
「
自
由
民
権
運
動
と
そ
の
思
想
」
、

松
永
昌
三
「
社
会
問
題
の
発
生
」
、
飛
鳥
井
雅
道
「
初
期
社
会
主
義
」
、
橋
本
哲
哉
「
都
市
化
と
民
衆
運
動
」
、
二
村
一
夫
「
労
働
者
階
級
の
状

態
と
労
働
運
動
」
、
渡
部
徹
「
部
落
解
放
運
動
」
、
村
上
信
彦
「
婦
人
問
題
と
婦
人
解
放
運
動
」
、
岩
村
登
志
夫
「
無
産
政
党
の
成
立
」
、
鹿
野
政

直
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
思
想
と
文
化
」
、
岡
本
宏
「
労
農
運
動
の
激
化
」
、
生
松
敬
三
「
マ
ル
ク
ス
主
義
と
知
識
人
」
、
犬
丸
義
一
「
反
フ

ァ
シ
ズ
ム
運
動
と
そ
の
解
体
」
、
粟
屋
憲
太
郎
「
国
民
動
員
と
抵
抗
」
と
一
三
編
を
数
え
る
。

　
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
社
会
運
動
史
研
究
の
低
調
さ
と
関
心
の
低
下
が
、
近
年
の
歴
史
関
係
叢
書
に
お
け
る
そ
の
比
重
の
低
下
を
招
来
し
て

い
る
こ
と
は
自
明
で
あ
ろ
う
。
「
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
」
「
東
風
が
西
風
を
圧
倒
す
る
」
「
世
界
史
の
発
展
法
則
の
必
然
的
進
化
」
と
い
っ

た
お
題
目
は
、
こ
の
日
本
で
は
社
会
主
義
体
制
の
崩
壊
と
い
う
事
実
の
前
に
そ
の
生
命
力
を
絶
た
れ
、
「
戦
争
と
革
命
の
時
代
」
と
し
て
の
二

〇
世
紀
は
、
そ
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
側
面
を
表
す
こ
と
と
な
っ
た
。

　
二
〇
〇
三
年
　
月
、
日
本
共
産
党
は
予
告
な
し
の
唐
突
さ
で
も
っ
て
『
日
本
共
産
党
の
八
○
年
』
を
発
表
し
た
。
こ
の
種
の
〈
公
式
党
史
〉

は
一
九
六
二
年
の
『
日
本
共
産
党
の
四
〇
年
』
以
来
、
八
圓
目
の
改
訂
で
あ
る
が
、
前
圓
の
も
の
よ
り
も
縮
小
さ
れ
た
初
め
て
の
事
例
と
な
っ

た
。
筥
本
党
史
と
し
て
の
完
成
形
態
と
い
わ
れ
た
前
回
の
『
日
本
共
産
党
の
七
〇
年
』
（
一
九
九
四
年
四
月
）
が
九
〇
万
字
を
数
え
た
の
に
対
し

て
、
糊
日
本
共
産
党
の
八
○
年
』
は
二
六
万
字
と
、
一
気
に
三
分
の
一
の
分
量
と
な
っ
た
。
そ
の
結
章
で
、
二
〇
世
紀
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な

概
括
的
評
価
が
下
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
「
二
十
世
紀
の
日
本
の
最
大
の
政
治
的
変
化
は
、
『
王
権
二
君
』
の
専
制
政
治
か
ら
『
王
権
在
民
』
の
民
主
政
治
へ
の
転
換
で
し
た
。
こ
れ
は
、
日
本
の

　
　
歴
史
上
、
画
期
的
な
で
き
ご
と
で
あ
り
、
”
国
民
が
主
入
公
”
と
い
う
原
則
は
、
二
十
一
世
紀
に
生
き
る
日
本
の
大
原
則
と
な
り
ま
し
た
。
扁
（
単
行
書
版

　
　
　
『
日
本
共
塵
党
の
八
○
年
臨
二
〇
〇
三
年
、
三
二
ニ
ペ
ー
ジ
）

し
た
が
っ
て
党
の
創
立
や
、
現
在
の
党
綱
領
の
確
定
に
つ
い
て
も
次
の
よ
う
な
記
述
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
「
日
本
共
産
党
の
創
立
は
、
二
十
世
紀
に
日
本
が
、
専
制
政
治
と
対
外
侵
略
に
反
対
し
、
主
権
在
民
と
平
和
の
実
現
を
か
か
げ
る
運
動
と
政
党
を
は
じ
め
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て
生
み
出
し
た
、
歴
史
的
な
で
き
ご
と
で
し
た
。
そ
し
て
科
学
的
社
会
主
義
の
党
の
創
立
は
、
近
代
日
本
の
社
会
進
歩
の
伝
統
を
う
け
つ
ぎ
、
発
展
さ
せ

る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
」
（
同
葡
、
一
七
ペ
ー
ジ
）

＝
九
⊥
全
年
の
第
八
回
党
大
会
で
確
立
し
た
綱
領
路
線
…
当
面
の
改
革
の
課
題
を
『
資
本
主
義
の
枠
内
で
の
民
主
的
改
革
』
と
す
る
路
線
は
、
そ
の

後
の
四
十
年
余
の
歴
史
の
試
練
に
り
っ
ぱ
に
た
え
た
だ
け
で
な
く
、
二
十
一
世
紀
の
わ
が
国
の
真
の
改
革
を
さ
し
し
め
す
方
針
と
し
て
、
現
実
政
治
と
か

み
あ
っ
て
、
そ
の
力
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。
」
（
同
前
、
三
二
四
ペ
ー
ジ
）

民主主義・平和主義・社会主義（田中）

　
逆
に
ロ
シ
ア
革
命
の
世
界
史
的
意
義
に
つ
い
て
は
簡
素
な
記
述
に
と
ど
め
ら
れ
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
果
た
し
た
役
割
は
、
積
極
的
意
味
よ
り

は
「
多
数
者
革
命
否
定
論
」
「
単
一
世
界
党
」
「
社
会
民
主
主
義
主
敵
論
」
の
否
定
面
が
強
調
さ
れ
、
三
ニ
テ
ー
ゼ
に
も
こ
れ
ら
の
否
定
面
を
色

濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
そ
の
積
極
面
と
と
も
に
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　
二
〇
世
紀
の
最
大
の
変
革
が
「
王
権
在
民
」
の
実
現
で
あ
り
、
日
本
共
産
党
と
し
て
の
み
ず
か
ら
の
登
場
も
「
主
権
在
民
と
平
和
の
実
現
を

掲
げ
る
運
動
と
政
党
」
が
生
み
出
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
し
、
そ
れ
を
継
承
し
て
「
資
本
主
義
の
枠
内
で
の
民
主
的
改
革
」
の
旗
手
と
し

て
今
日
も
あ
る
と
い
う
の
が
、
現
在
の
日
本
共
産
党
が
み
ず
か
ら
を
定
義
づ
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
（
に
も
か
か
わ
ら
ず
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
「
新
思

考
」
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
、
イ
タ
リ
ア
共
産
党
の
「
変
質
扁
を
非
難
し
、
社
会
民
主
主
義
｝
般
と
み
ず
か
ら
と
を
画
し
て
い
る
と
い
う
不
思
議
な

姿
勢
を
保
持
し
て
い
る
が
）
。
こ
う
し
た
現
在
の
、
み
ず
か
ら
に
つ
い
て
の
位
置
づ
け
は
「
社
会
主
義
」
を
目
指
し
た
「
戦
争
と
革
命
の
時
代
」

と
し
て
の
二
〇
世
紀
の
社
会
主
義
史
の
読
み
直
し
を
必
然
化
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
日
本
共
産
党
の
こ
う
し
た
動
向
に
呼
応
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
歴
史
研
究
、
社
会
主
義
史
寒
点
に
お
い
て
、
二
〇
世
紀
を
平
和
主
義
と
民

主
主
義
の
前
進
と
達
成
と
い
う
脈
絡
の
中
で
読
み
直
そ
う
と
す
る
動
き
は
、
ま
ず
初
期
社
会
主
義
研
究
に
お
い
て
先
行
し
て
い
る
。
た
ま
た
ま

二
一
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
は
、
日
本
で
最
初
の
社
会
主
義
政
党
で
あ
る
社
会
民
主
党
の
結
成
一
〇
〇
年
を
迎
え
（
二
〇
〇
一
年
）
、
さ
ら
に
日
露

非
戦
論
の
『
平
民
新
聞
』
と
平
民
社
の
一
〇
〇
周
年
（
一
δ
〇
三
年
）
と
続
き
、
初
期
社
会
主
義
研
究
会
を
中
心
に
、
い
く
つ
か
の
記
念
行
事

　
　
　
　
　
　
①

が
取
り
組
ま
れ
た
。
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二
〇
〇
三
年
秋
に
は
平
民
社
百
年
を
記
念
し
て
福
岡
県
豊
津
町
・
大
阪
市
・
東
京
都
・
高
知
県
中
村
市
・
熊
本
市
に
お
い
て
、
初
期
社
会
主

義
研
究
会
と
そ
の
周
辺
の
人
々
に
よ
っ
て
記
念
講
演
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
＝
月
一
五
日
の
東
京
（
早
稲
田
大
学
）
集
会
の

記
録
が
梅
森
直
之
編
『
帝
国
を
撃
て
－
平
民
社
一
〇
〇
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ー
』
（
論
早
事
、
｝
δ
〇
五
年
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

東
京
の
記
念
集
会
は
、
報
告
講
演
者
が
す
べ
て
外
国
人
の
若
い
研
究
者
で
あ
っ
た
こ
と
に
特
色
が
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
昨
今
の
思
潮
を
反
映
し
て
、
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
世
界
か
ら
な
が
め
た
平
民
社
」
で
あ
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン

離
ミ
ド
ル
ト
ン
は
、
い
わ
ゆ
る
「
発
展
段
階
」
的
史
観
へ
の
疑
問
を
述
べ
、
平
民
社
の
時
代
と
現
代
と
の
同
時
性
を
強
調
し
た
。
ド
イ
ツ
の
マ

イ
ク
ー
ー
シ
ュ
プ
ロ
ッ
テ
は
、
社
会
主
義
思
想
に
も
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
主
義
」
分
析
と
そ
れ
へ
の
批
判
を
展
開
し
、

フ
ラ
ン
ス
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ン
ー
ー
レ
ヴ
ィ
は
「
近
代
鴨
伝
統
」
と
い
う
二
項
対
立
的
発
想
へ
の
理
論
的
介
入
を
試
み
、
韓
国
の
李
着
電
は
社
会
王

義
思
想
に
内
包
さ
れ
る
儒
教
的
普
遍
性
と
反
近
代
的
契
機
を
指
摘
し
て
平
面
社
研
究
に
お
け
る
「
欧
米
ー
ア
ジ
ア
」
の
重
点
を
逆
転
さ
せ
る
試

論
を
行
っ
た
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
梅
森
直
之
を
始
め
、
と
く
に
ミ
ド
ル
ト
ン
論
文
に
顕
著
な
よ
う
に
、
論
者
に
共
通
す
る
発
想
は
〈
初
期

社
会
主
義
の
「
前
史
」
か
ら
の
解
放
〉
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
初
期
社
会
主
義
の
先
駆
性
を
評
価
し
つ
つ
も
、
そ
の
「
未
熟
さ
」

と
「
限
界
」
を
指
摘
し
、
本
格
的
な
労
働
者
階
級
と
そ
の
前
衛
が
登
場
し
て
、
「
科
学
的
社
会
主
義
」
の
戦
列
が
整
う
に
至
ら
な
い
段
階
の

「
前
史
」
と
し
て
位
置
づ
け
る
発
想
か
ら
の
完
全
な
決
別
で
あ
っ
た
。

　
初
期
社
会
主
義
を
「
前
史
」
と
す
る
発
想
は
、
「
本
史
」
が
厳
然
と
し
て
存
在
す
る
と
い
う
認
識
を
背
景
と
す
る
。
一
九
一
七
年
の
ロ
シ
ア

革
命
か
ら
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
が
始
ま
り
、
資
本
主
義
か
ら
の
社
会
主
義
へ
の
世
界
史
的
移
行
の
段
階
が
開
始
さ
れ
、
そ
の
推
進
力
と
し

て
世
界
共
産
党
匪
コ
ミ
ン
テ
ル
と
各
国
共
産
党
が
「
前
衛
」
と
し
て
の
戦
列
を
整
え
、
そ
れ
は
第
二
次
大
戦
後
に
お
い
て
東
欧
や
ア
ジ
ア
へ
と

広
が
っ
て
地
球
の
三
分
の
一
の
社
会
王
義
体
制
が
で
き
あ
が
り
「
東
風
が
西
風
を
圧
倒
」
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
、
お
お
よ
そ
一
九
六
〇
年

代
ご
ろ
ま
で
左
翼
の
陣
営
に
で
き
あ
が
っ
て
い
た
図
式
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
の
「
果
実
」
が
、
一
九
八
九
年
の
東
欧
革
命
か
ら
一
九

九
一
年
の
ソ
連
崩
壊
と
い
う
現
実
の
中
で
破
綻
し
た
と
き
、
二
〇
世
紀
の
社
会
主
義
を
、
そ
の
戦
略
・
戦
術
の
変
遷
で
は
な
く
、
獲
得
し
た
達
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成
物
か
ら
見
て
み
よ
う
と
い
う
気
運
が
登
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
荊
日
本
共
産
党
の
八
○
年
』
は
、
そ
れ
を
主
権
在
民
原
則
の
貫
徹
と
い
う
、

い
わ
ば
民
主
主
義
の
進
展
に
お
い
た
。
「
社
会
主
義
を
経
と
し
、
民
主
主
義
を
緯
と
し
」
、
帝
国
主
義
の
黎
明
期
に
軍
備
全
廃
と
非
戦
を
唱
え
た

「
平
和
主
義
」
を
貫
い
た
一
九
〇
一
年
の
「
社
会
民
主
党
宣
言
」
や
平
面
社
の
主
張
は
、
こ
う
し
て
あ
た
ら
め
て
評
価
軸
が
与
え
ら
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
平
民
社
の
㎎
週
刊
平
面
薪
聞
』
創
刊
号
（
～
九
〇
三
年
＝
月
一
五
日
置
第
一
面
ト
ッ
プ
の
「
創
刊
の
辞
」
の
冒

頭
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
「
自
由
・
平
等
・
博
愛
」
を
掲
げ
て
い
た
。
こ
の
現
象
は
、
平
民
社
発
行
の
絵
は
が
き
が
マ
ル
ク

ス
や
エ
ン
ゲ
ル
ス
と
な
ら
ん
で
ト
ル
ス
ト
イ
を
取
り
上
げ
て
い
た
こ
と
と
な
ら
ぶ
、
平
民
社
の
社
会
主
義
の
「
前
史
」
性
を
あ
ら
わ
す
も
の
と

し
て
し
ば
し
ば
語
ら
れ
て
き
た
。
い
ま
や
そ
の
「
前
史
」
性
こ
そ
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
評
価
軸
に
移
行
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
間
の
、
旧
ソ
連
文
書

を
利
用
し
た
新
研
究
の
リ
ー
ダ
ー
と
い
え
る
一
橋
大
学
の
加
藤
哲
郎
教
授
は
社
会
主
義
理
論
学
会
二
〇
〇
五
年
度
総
会
の
記
念
講
演
（
二
〇
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
し
か
び

五
年
四
月
二
九
日
）
を
「
社
会
民
主
党
宣
言
か
ら
日
本
国
憲
法
へ
」
と
題
し
た
（
講
演
速
記
は
噸
葦
牙
』
第
三
一
号
1
1
二
〇
〇
五
年
七
月
に
掲
載
）
。
こ

こ
で
は
社
会
主
義
思
想
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
「
自
由
・
平
等
・
博
愛
」
の
う
ち
「
平
等
」
に
重
き
を
置
い
た
広
い
思
想
的
流
れ
と
し
て
と
ら

え
直
す
必
要
が
説
か
れ
た
。
ま
た
、
マ
ル
ク
ス
以
外
に
も
空
想
的
社
会
主
義
と
呼
ば
れ
る
い
く
つ
か
、
ブ
ラ
ン
キ
ま
で
多
様
な
流
れ
が
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
で
は
、
マ
ル
ク
ス
縫
レ
ー
ニ
ン
主
義
と
し
て
の
共
産
主
義
運
動
が
社
会
主
義
を
体
現
す
る
も
の
と
さ
れ
、
か
つ
社
会

民
主
主
義
の
伝
統
が
希
薄
で
あ
っ
た
た
め
に
、
社
会
主
義
体
制
の
崩
壊
と
と
も
に
社
会
主
義
は
瀕
死
の
葬
送
段
階
に
入
っ
た
点
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
と
大
き
く
様
相
を
異
に
し
て
い
る
と
の
現
状
認
識
を
示
し
た
。
こ
の
点
か
ら
平
和
主
義
・
民
主
主
義
・
社
会
主
義
を
セ
ッ
ト
し
て
打
ち
出
し

た
一
九
〇
一
年
目
「
社
会
民
主
党
宣
言
書
」
の
再
評
価
と
、
そ
の
主
要
部
分
は
日
本
国
憲
法
に
体
現
さ
れ
た
と
い
う
、
二
〇
世
紀
の
「
達
成

物
」
を
評
価
軸
と
す
る
視
点
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
こ
の
点
で
加
藤
氏
は
『
日
本
共
産
党
の
入
○
年
』
が
示
し
た
二
〇
世
紀
の
概
括

的
評
価
に
近
い
立
場
を
表
明
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
そ
の
も
と
で
の
各
国
共
産
党
（
あ
る
い
は
こ
れ
ら
よ
り
も
も
っ
と
教
条
的
側
面
を
有
し
て
い
た
日
本
の
社
会
王
義
協
会
の
流
れ
）
は
、
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「
帝
国
主
義
戦
争
の
不
可
本
性
」
と
そ
の
「
内
乱
へ
の
転
化
」
に
よ
る
革
命
を
指
向
し
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
「
平
箱
主
義
」
一
般
を
語
る
こ

と
は
絶
対
平
和
主
義
と
し
て
否
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
の
結
果
と
し
て
革
命
運
動
と
は
区
別
さ
れ
た
独
自
の
運
動
論
理
を
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

す
る
平
和
運
動
の
成
り
立
つ
余
地
を
否
定
し
た
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
と
の
ち
が
い
が
強
調
さ
れ
た
「
社
会
主
義
的
民
主
主
義
」
な
る
も
の

と
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
」
の
結
末
が
、
い
か
に
非
民
主
主
義
的
な
実
態
で
あ
っ
た
か
は
、
す
で
に
議
論
の
余
地
は
な
い
。
も
っ
ぱ
ら

「
計
画
経
済
」
の
側
面
が
強
調
さ
れ
た
「
社
会
主
義
」
は
、
市
場
の
経
済
法
則
を
無
視
し
、
党
権
力
の
恣
意
を
許
し
た
も
の
と
し
て
否
定
さ
れ

る
。　

こ
の
よ
う
な
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
型
社
会
主
義
に
対
置
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
加
藤
は
前
掲
『
葦
牙
』
論
文
で
、
社
会
民
主
党
宣
言
書
と
な
ら
び
、

新
発
掘
の
「
一
九
二
二
年
九
月
日
本
共
産
党
創
立
綱
領
」
、
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
戦
略
情
報
局
（
O
S
S
）
が
、
一
九
四
二
年
段
階
で
す
で
に
作
成

し
て
い
た
、
象
徴
天
皇
制
を
骨
子
と
す
る
「
日
本
プ
ラ
ン
」
を
、
日
本
国
憲
法
に
連
な
る
も
の
と
し
て
再
評
価
す
る
。
後
者
は
ひ
と
ま
ず
お
く

と
し
て
、
前
者
に
つ
い
て
い
え
ば
、
一
九
二
二
年
（
実
際
に
は
～
九
二
一
二
年
頃
）
の
日
本
共
産
党
の
創
立
綱
領
と
い
わ
れ
る
も
の
を
は
じ
め
、
日

本
共
産
党
の
戦
前
に
お
け
る
綱
領
的
文
書
は
、
一
九
二
七
年
、
三
一
年
、
三
二
年
の
テ
ー
ゼ
な
ど
、
い
ず
れ
も
モ
ス
ク
ワ
で
作
成
さ
れ
た
も
の

だ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
一
九
三
六
年
の
野
坂
参
三
・
山
本
懸
蔵
連
名
の
「
日
本
の
共
産
主
義
者
へ
の
手
紙
」
は
、
三
ニ
テ
ー
ゼ
の
よ
う
に
天

皇
制
が
讐
敵
で
な
く
、
フ
ァ
シ
ス
ト
軍
部
で
あ
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
社
会
大
衆
党
や
民
政
党
の
一
部
ま
で
も
塗
方
に
引
き
入
れ
ね
ば
な
ら
ぬ

と
い
う
大
き
な
戦
略
的
転
化
を
示
唆
し
て
い
た
。
こ
の
「
手
紙
」
を
一
九
〇
一
年
の
「
社
会
民
主
党
宣
言
」
の
三
大
原
理
に
連
な
る
発
想
と
し

て
再
評
価
し
、
こ
れ
に
連
な
る
も
の
と
し
て
加
藤
は
新
発
見
の
、
一
九
二
二
年
九
月
日
本
共
産
党
創
立
綱
領
を
紹
介
す
る
。
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

を
出
来
得
る
だ
け
徹
底
さ
せ
る
事
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
運
動
の
為
に
有
利
で
あ
る
」
な
ど
の
い
く
つ
か
の
文
言
が
、
平
民
社
の
流
れ
の
に
お
い

を
感
じ
ら
れ
る
と
見
た
わ
け
で
あ
る
。
ち
な
み
に
加
藤
氏
の
考
証
で
は
、
こ
の
綱
領
の
草
案
の
起
草
者
は
山
川
均
で
あ
っ
た
。

①
初
期
社
会
主
義
研
究
会
は
会
誌
『
初
期
社
会
鼻
溝
研
究
㎞
の
第
＝
二
号
（
二
〇

　
〇
〇
年
）
を
「
社
会
民
主
党
百
年
」
、
同
第
一
六
号
（
二
〇
〇
三
年
）
を
「
平
民

社
百
年
」
と
し
て
特
集
号
を
組
ん
だ
。
ま
た
「
社
会
民
主
党
百
年
」
資
料
刊
行
会

編
『
社
会
主
義
の
誕
生
㎞
（
論
輝
国
、
二
〇
〇
一
年
）
、
山
泉
進
凹
平
民
社
の
時
代
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一
非
戦
の
源
流
一
輪
（
論
創
社
、
二
〇
〇
三
年
）
が
記
念
出
版
と
し
て
刊
行

さ
れ
た
。
田
中
真
人
・
松
尾
食
出
噸
日
本
最
初
の
社
会
主
義
政
党
　
社
会
民
主
党

一
〇
〇
年
』
（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
、
一
…
○
〇
一
年
）

は
こ
の
間
の
記
念
行
事
の
記
録
の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
資
料
集
『
平
民
社
百
年
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
』
全
　
三
巻
（
論
創
社
）
の
刊
行
が
企
画
さ
れ
、
幸
徳
秋
水
・
堺
利

　
彦
・
安
部
磯
雄
に
か
か
る
㎜
二
巻
が
二
〇
〇
二
年
か
ら
二
〇
〇
三
年
に
か
け
て
出
版

　
さ
れ
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
中
断
し
て
い
る
。

②
共
産
主
義
運
動
と
平
和
運
動
の
論
理
的
関
係
と
そ
の
実
態
を
考
察
し
た
拙
稿

　
門
日
本
反
帝
同
盟
の
研
究
」
（
前
掲
、
竺
九
三
〇
年
代
日
本
共
産
党
史
論
』
所

　
収
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

二
　
旧
ソ
連
文
書
を
使
用
し
た
新
研
究

民主主義・平和主義・社会主義（田中）

　
前
述
の
よ
う
に
ル
ツ
ヒ
ド
ニ
（
唱
員
×
鍛
露
国
鵠
、
ロ
シ
ア
現
代
史
文
書
保
存
・
研
究
セ
ン
タ
ー
）
の
文
書
の
衝
撃
的
な
登
場
は
、
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
小

林
峻
一
・
加
藤
昭
両
氏
に
よ
っ
て
『
週
刊
文
春
』
一
九
九
二
年
九
月
三
日
号
か
ら
＝
月
五
日
号
ま
で
に
連
載
さ
れ
た
野
坂
参
三
に
関
わ
る
文

書
で
あ
り
、
こ
れ
は
改
訂
増
補
の
う
え
『
闇
の
男
－
野
坂
参
三
の
百
年
』
（
文
藝
春
秋
、
～
九
九
三
年
一
〇
月
）
と
し
て
単
行
本
化
さ
れ
た
。
同

書
に
は
、
野
坂
参
三
の
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
書
記
長
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
へ
の
山
本
告
発
の
手
紙
を
は
じ
め
、
山
本
の
妻
で
あ
っ
た
関
マ
ツ
の
コ
ミ
ン

テ
ル
ン
国
際
統
制
委
員
会
に
お
け
る
供
述
書
、
同
除
名
決
定
書
、
粛
清
計
画
に
つ
い
て
の
一
九
三
七
年
七
月
の
ソ
連
共
産
党
中
央
委
員
会
で
の

報
告
な
ど
、
一
九
三
七
年
か
ら
一
九
五
〇
年
に
い
た
る
九
点
が
「
資
料
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
日
本
共
産
党
も
、
当
時
の
「
名
誉
議
長
」
で
あ
っ
た
野
坂
参
三
に
関
わ
る
の
み
な
ら
ず
、
日
本
共
産
党
の
歴
史
の
根
幹
に
ふ
れ
る
問
題
と
し

て
重
視
し
、
独
自
に
モ
ス
ク
ワ
に
調
査
員
を
派
遣
し
、
日
本
共
産
党
に
関
係
す
る
文
書
の
収
集
に
努
め
た
。
そ
の
内
容
は
不
破
哲
三
署
名
の

「
日
本
共
産
党
に
対
す
る
干
渉
と
内
通
の
記
録
」
と
し
て
日
本
共
産
党
中
央
…
機
関
紙
『
赤
旗
』
一
九
九
三
年
一
月
一
〇
臼
か
ら
同
年
六
月
一
六

日
ま
で
、
文
書
の
解
説
と
解
釈
を
中
心
と
し
た
論
説
と
し
て
｝
六
五
回
に
わ
た
り
連
載
さ
れ
た
の
ち
、
同
名
の
単
行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た

（
新
日
本
出
版
社
、
｝
九
九
三
年
九
月
）
。
同
書
は
、
小
林
・
加
藤
の
『
週
刊
文
春
』
記
事
の
内
容
を
確
認
し
た
の
み
な
ら
ず
、
む
し
ろ
第
二
次
大

戦
後
の
一
九
六
〇
年
代
に
至
る
ま
で
、
日
本
共
産
党
内
に
個
別
に
ソ
連
邦
と
ソ
連
共
産
党
に
忠
実
な
「
ソ
連
派
」
形
成
工
作
を
行
っ
た
そ
の
実

態
を
、
当
事
者
の
文
書
か
ら
明
ら
か
に
し
た
。
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野
坂
参
三
は
回
顧
録
『
風
雪
の
あ
ゆ
み
』
全
八
巻
を
す
で
に
著
し
て
い
た
（
新
日
本
畠
版
社
、
一
九
七
一
～
八
九
年
目
。
こ
れ
は
一
六
年
の
亡
命

生
活
を
終
え
て
日
本
に
帰
国
し
た
一
九
四
六
年
初
頭
ま
で
の
、
野
坂
の
百
年
に
わ
た
る
生
涯
の
前
半
生
し
か
扱
っ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
に

全
八
巻
は
、
個
人
の
回
顧
録
と
し
て
は
ボ
リ
ュ
ー
ム
と
し
て
大
部
な
も
の
に
属
す
る
。
そ
し
て
今
日
で
は
、
こ
の
圓
顧
録
が
ど
の
よ
う
な
作
為

を
も
っ
て
書
か
れ
た
か
、
功
成
り
名
を
遂
げ
て
、
そ
の
位
置
を
保
持
し
た
人
物
の
晩
年
に
お
け
る
自
伝
や
回
顧
録
が
、
そ
の
時
点
の
立
場
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

敷
彷
し
、
合
理
化
し
て
叙
述
さ
れ
る
こ
と
が
い
か
に
多
い
か
の
代
表
事
例
と
さ
え
な
っ
て
い
る
。

　
『
闇
の
男
i
野
坂
参
三
の
百
年
』
も
、
『
干
渉
と
内
通
の
記
録
』
も
、
日
本
共
産
党
を
め
ぐ
る
き
わ
め
て
生
々
し
い
現
実
政
治
の
動
き
と

密
接
に
関
わ
る
か
た
ち
で
論
じ
ら
れ
た
。
そ
の
内
容
に
お
い
て
学
術
論
文
的
ク
ー
ル
さ
と
は
、
や
や
異
次
元
の
ト
ー
ン
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
や

む
を
得
な
い
に
し
て
も
、
こ
の
初
期
に
公
刊
さ
れ
た
二
著
の
「
学
術
研
究
書
」
と
し
て
も
っ
と
も
大
き
な
欠
落
は
、
読
者
に
使
用
し
た
資
料
文

書
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
手
だ
て
を
保
証
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
使
用
・
引
用
し
た
文
書
の
文
書
番
号
が
付
さ
れ
て
い
な
い
。

先
に
挙
げ
た
旧
ソ
連
文
書
館
で
あ
る
ル
ツ
ヒ
ド
ニ
と
こ
れ
を
継
承
す
る
ル
ガ
ス
ピ
で
は
文
書
の
大
分
類
か
ら
小
分
類
に
い
た
る
体
系
を
そ
れ
ぞ

れ
「
フ
ォ
ン
ド
（
文
庫
）
、
オ
ー
ピ
シ
（
目
録
）
、
ジ
ェ
ー
ラ
（
フ
ァ
イ
ル
）
、
リ
ス
ト
（
文
書
）
」
と
呼
び
、
そ
れ
ぞ
れ
に
番
号
が
付
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
即
6
ω
二
四
U
Z
押
瞥
同
メ
。
や
H
b
。
Q
。
矯
鳥
．
＄
Q
。
矯
｝
●
①
あ
る
い
は
ロ
シ
ア
語
表
記
℃
目
＞
O
測
鼠
”
曾
●
轟
。
。
P
◎
戸
倉
掴
」
同
♪
押
お
P
な
ど
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

脚
注
に
付
し
て
お
け
ば
、
当
該
文
書
に
到
達
す
る
こ
と
は
可
能
と
な
る
。
旧
ソ
連
文
書
館
文
書
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
に
そ
の
文
書
番
号
を
付
し

て
、
読
者
に
、
筆
者
の
依
拠
し
た
資
料
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
保
証
し
て
、
そ
の
検
証
を
待
つ
と
い
う
、
学
術
論
文
と
し
て
の
常
道
の
体
裁
を
と

っ
た
最
初
の
も
の
は
和
田
春
樹
「
歴
史
と
し
て
の
野
坂
参
三
」
（
『
思
想
』
～
九
九
四
年
三
～
五
月
号
、
大
幅
に
書
き
換
え
ら
れ
た
同
名
の
単
行
本
あ
り

1
1
平
凡
社
、
一
九
九
六
年
）
で
あ
ろ
う
。

　
た
だ
し
一
九
九
〇
年
代
の
中
葉
段
階
で
は
、
旧
ソ
連
文
書
を
閲
覧
す
る
に
は
モ
ス
ク
ワ
の
旧
館
に
出
か
け
る
以
外
に
方
法
は
な
く
、
そ
れ
ゆ

え
か
、
和
田
の
よ
う
に
文
書
番
号
ま
で
注
記
す
る
こ
と
は
一
般
的
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
旧
ソ
連
文
書
の
発
掘
と
、
こ
れ
ら
に
依
拠
し
た
新
研

究
を
次
々
と
発
表
し
て
、
こ
の
時
期
の
研
究
の
牽
引
車
的
役
割
を
果
た
し
て
き
た
加
藤
哲
郎
の
一
九
九
〇
年
代
中
葉
に
刊
行
さ
れ
た
三
世
、
す
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な
わ
ち
「
三
〇
年
代
共
産
党
と
国
崎
定
洞
・
山
本
懸
蔵
の
悲
劇
」
と
の
副
題
を
も
つ
『
モ
ス
ク
ワ
で
粛
正
さ
れ
た
日
本
人
』
（
青
木
書
店
、
一
九

九
四
年
）
、
『
國
民
国
家
の
エ
ル
ゴ
ロ
ジ
ー
』
（
平
凡
社
、
…
九
九
四
年
）
、
『
人
間
　
国
崎
定
洞
』
（
勤
草
書
房
、
｝
九
九
五
年
、
川
上
武
と
共
著
）
は
、

い
ず
れ
も
旧
ソ
連
文
書
を
駆
使
し
た
と
こ
ろ
に
最
大
の
特
色
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
ま
だ
文
書
番
号
ま
で
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら

の
著
書
が
学
術
論
文
と
い
う
よ
り
も
、
よ
り
｛
般
的
な
読
者
を
想
定
し
、
期
待
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
理
由
の
一
つ
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
加
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

が
一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
に
発
表
し
た
一
連
の
学
術
論
文
に
は
、
原
則
と
し
て
こ
れ
ら
の
文
書
番
号
が
付
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
山
内
昭
人
『
リ
ュ
ト
ヘ
ル
ス
と
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
史
研
究
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
六
年
）
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
国
際
的
と
い
う
に
ふ

さ
わ
し
い
社
会
主
義
者
に
し
て
、
在
米
中
の
片
山
潜
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
り
ュ
ト
ヘ
ル
ス
に
つ
き
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
国
際
社
会
史
下

薬
所
の
カ
ウ
ツ
キ
ー
文
庫
・
ス
ネ
ー
フ
リ
ー
ト
文
庫
、
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
の
ユ
イ
ス
マ
ン
ス
文
庫
な
ど
の
文
献
を
、
｝
九
八
○
年
代
以
来
博
捜
し

て
き
た
も
の
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
に
は
旧
ソ
連
文
書
は
ま
だ
活
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、
同
書
刊
行
後
に
お
い
て
、
同
書
の
内
容
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

補
強
す
る
旧
ソ
連
文
書
の
発
掘
を
反
映
し
た
い
く
つ
か
の
論
文
を
山
内
は
発
表
す
る
こ
と
と
な
る
。
と
り
わ
け
日
本
か
ら
事
実
上
の
亡
命
を
し

た
片
山
潜
が
、
ア
メ
リ
カ
、
あ
る
い
は
メ
キ
シ
コ
に
滞
在
中
に
ど
の
よ
う
に
し
て
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
接
触
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
か
に
つ
き
、

モ
ス
ク
ワ
で
発
見
し
た
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
・
サ
ブ
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
書
記
リ
ュ
ト
ヘ
ル
ス
と
日
本
社
会
主
義
者
と
の
逓
信
文
書
類
、
片
山
潜
の
メ

キ
シ
コ
滞
在
時
の
書
簡
お
よ
び
草
稿
類
を
紹
介
し
た
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
・
サ
ブ
ビ
ュ
ー
ロ
ー
解
散
後
に
南
北
ア
メ
リ
カ

に
お
け
る
任
務
を
引
き
継
い
だ
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
・
パ
ン
ア
メ
リ
カ
ン
・
エ
イ
ジ
ェ
ン
シ
ー
の
議
長
に
片
山
は
す
で
に
な
っ
て
お
り
、
サ
ブ
ビ

ュ
ー
ロ
ー
と
エ
イ
ジ
ェ
ン
シ
ー
と
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
両
下
部
組
織
の
継
承
関
係
等
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
こ
の
間
、
石
川
禎
浩
『
中
国
共
産
党
成
立
史
』
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）
が
上
梓
さ
れ
た
が
、
中
国
の
場
合
は
崩
壊
し
た
旧
ソ
連
と
は
事

情
を
異
に
し
て
、
な
お
資
料
の
公
開
に
は
壁
が
厚
い
よ
う
で
あ
る
。
中
ソ
蜜
月
時
代
で
あ
っ
た
一
九
五
六
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
当
時
の
ソ

連
共
産
党
中
央
か
ら
中
国
共
産
党
に
返
還
さ
れ
た
「
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
代
表
団
ア
ル
ヒ
ー
ブ
（
中
共
駐
共
産
国
際
代
表
団
甲
案
）
」
に
は
コ
ミ
ン
テ
ル

ン
と
中
共
と
の
往
復
文
書
二
万
点
以
上
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
、
北
京
の
中
央
棺
三
野
に
保
管
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
「
同
櫨
案
館
は
外
国
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人
学
者
は
も
と
よ
り
、
自
国
学
者
に
も
門
戸
を
閉
ざ
し
続
け
て
い
る
」
と
い
う
実
情
に
あ
る
（
石
川
、
同
書
、
一
図
ペ
ー
ジ
）
。
石
川
の
こ
の
大

著
は
、
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
の
文
書
を
ほ
と
ん
ど
利
用
し
得
な
か
っ
た
が
、
こ
の
著
の
刊
行
の
前
後
の
一
九
九
九
年
よ
り
石
川
・
山
内
一
入
・

水
野
直
樹
ら
有
志
に
よ
る
「
初
期
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
東
ア
ジ
ア
」
研
究
会
が
組
織
さ
れ
、
同
会
は
二
〇
〇
二
年
か
ら
二
〇
〇
四
年
に
か
け
て
科

学
研
究
費
の
交
付
を
受
け
て
、
旧
ソ
連
文
書
の
収
集
と
そ
の
利
用
に
努
め
た
。
科
研
費
報
告
書
『
初
期
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
東
ア
ジ
ア
に
関
す
る

歴
史
文
献
学
的
研
究
』
（
二
〇
〇
五
年
）
に
お
い
て
、
石
川
と
水
野
は
、
旧
ソ
連
文
書
を
利
用
し
て
、
初
期
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
大
会
に
お
け
る
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

国
・
朝
鮮
代
表
の
特
定
に
関
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
旧
稿
を
修
正
補
足
す
る
論
考
を
寄
せ
て
い
る
。

　
石
川
・
山
内
・
水
野
ら
の
グ
ル
ー
プ
の
前
に
和
田
春
樹
・
富
田
武
・
水
野
ら
が
一
九
九
八
～
～
九
九
九
年
に
か
け
て
科
取
回
の
交
付
を
受
け
、

報
告
書
『
ソ
連
共
産
党
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
日
本
、
朝
鮮
』
（
二
〇
〇
〇
年
）
を
提
出
し
、
和
田
春
樹
・
水
野
直
樹
・
劉
孝
鐘
「
コ
ミ
ン
テ
ル
ン

と
朝
鮮
ー
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
文
書
に
基
づ
く
若
干
の
考
察
」
『
青
丘
学
術
論
集
』
（
韓
国
文
化
研
究
振
興
財
団
）
第
一
八
集
（
二
〇
〇
～
年
）
を
発
表
し

て
い
る
。
い
ず
れ
も
モ
ス
ク
ワ
に
出
か
け
て
文
書
を
複
写
す
る
と
い
う
基
礎
作
業
に
多
大
な
労
力
を
か
け
た
も
の
で
あ
る
が
、
二
〇
〇
四
年
に

い
た
り
、
こ
れ
ら
の
う
ち
日
本
共
産
党
に
関
連
す
る
フ
ァ
イ
ル
、
す
な
わ
ち
幻
○
〉
ω
勺
H
の
｛
。
口
区
O
ρ
。
覧
ω
、
一
N
メ
匡
Φ
サ
窪
0
の
部
分
が
、

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
＝
二
ニ
リ
ー
ル
に
し
て
市
販
さ
れ
、
い
く
つ
か
の
研
究
機
関
が
購
入
し
た
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
日
本
に
お
い
て
も
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

易
に
閲
覧
が
可
能
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
し
て
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
文
書
の
公
開
と
利
用
状
況
は
、
こ
の
一
〇
年
間
で
大
き
く
変
化
し
た
わ
け
で
あ
る
。

①
日
本
共
産
党
は
乙
鳥
日
本
共
産
党
幹
部
著
作
集
幅
の
一
冊
と
し
て
『
山
本
懸

　
凝
集
』
を
編
集
し
て
い
た
（
新
日
本
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）
。
野
坂
参
三
『
風

　
雪
の
あ
ゆ
み
』
を
「
今
日
の
ぞ
み
う
る
山
本
に
関
す
る
最
良
の
解
説
」
と
の
轡
き

　
出
し
で
始
ま
る
出
品
の
解
題
・
解
説
（
関
幸
夫
執
筆
）
約
五
〇
ペ
ー
ジ
分
に
つ
い

　
て
、
大
き
く
響
き
直
さ
れ
た
差
し
替
え
冊
子
（
小
林
栄
三
執
筆
）
が
一
九
九
二
年

　
末
に
あ
ら
た
め
て
配
布
さ
れ
た
。

②
た
だ
し
同
～
の
分
類
の
中
に
同
種
の
文
書
が
体
系
立
っ
た
整
理
の
も
と
に
収
め

　
ら
れ
て
い
る
と
い
う
状
態
と
は
ほ
ど
遠
い
よ
う
で
、
か
な
り
異
な
っ
た
性
格
の
諸

　
文
轡
が
同
｝
分
類
の
中
に
一
緒
に
収
納
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
と
い
う
。

③
モ
ス
ク
ワ
の
旧
ソ
連
文
書
館
の
史
料
を
使
っ
た
加
藤
の
一
連
の
論
文
は
、
そ
の

　
ほ
と
ん
ど
が
剛
大
原
社
会
問
題
研
究
所
雑
誌
㎞
を
発
表
の
場
と
し
た
。
す
な
わ
ち

　
「
モ
ス
ク
ワ
で
見
つ
か
っ
た
河
上
肇
の
手
紙
」
（
同
誌
、
四
八
○
号
、
｝
九
九
八

　
年
～
一
月
）
、
＝
九
ニ
ニ
年
九
月
の
日
本
共
産
党
綱
領
」
（
四
八
一
～
四
八
二
号
、

　
一
九
九
八
年
～
二
月
～
一
九
九
九
年
一
月
）
、
「
第
一
次
共
産
党
の
モ
ス
ク
ワ
報
告

　
書
」
（
四
八
九
・
四
九
二
号
、
　
九
九
八
年
八
月
・
～
一
月
目
、
「
『
非
常
時
共
産

　
党
輪
の
真
実
－
一
九
三
一
年
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
宛
報
告
書
1
」
（
四
九
八
号
、
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二
〇
〇
〇
年
五
月
）
が
あ
る
。

④
山
内
昭
人
「
日
本
社
会
主
義
者
と
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
・
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
・
サ
ブ

　
ビ
ユ
ロ
ー
と
の
通
信
」
（
州
大
原
社
会
問
題
研
究
所
雑
誌
輪
四
九
九
号
、
二
〇
〇
〇

　
年
六
月
）
、
門
在
墨
片
山
潜
の
書
簡
と
草
稿
類
、
一
九
二
一
年
」
（
同
、
五
〇
六
号
、

　
二
〇
〇
一
年
一
月
）
、
門
片
山
潜
、
在
米
日
本
人
社
会
主
義
者
団
と
初
期
コ
ミ
ン
テ

　
ル
ン
」
（
同
、
五
四
四
号
、
二
〇
〇
四
年
三
月
、
改
稿
さ
れ
て
科
研
費
報
告
書

　
『
初
期
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
東
ア
ジ
ア
に
関
す
る
歴
史
文
献
学
的
研
究
』
二
〇
〇
五

　
年
、
所
収
）
、
「
片
山
潜
、
在
露
日
本
人
共
産
主
義
と
初
期
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
」
（
明
大

　
原
社
ム
耳
問
題
研
究
所
雑
曲
誌
』
笛
叩
五
⊥
ハ
⊥
ハ
ロ
万
、
　
二
〇
〇
ぬ
ハ
年
一
月
）
。

⑤
ま
た
蜜
田
武
は
「
中
国
国
民
革
命
と
モ
ス
タ
ワ
ー
九
二
四
～
二
七
年
l
ー
ロ

　
シ
ア
公
文
轡
館
史
料
を
手
が
か
り
に
一
」
明
成
簗
法
学
』
第
四
九
号
（
～
九
九

　
九
年
三
月
）
に
お
い
て
、
第
一
次
国
共
合
作
期
に
お
け
る
ソ
連
援
助
の
実
態
な
ど

　
に
つ
い
て
、
新
資
料
を
利
用
し
た
。
こ
の
ほ
か
梶
川
伸
一
も
門
飢
餓
の
革
命
　
ロ

　
シ
ア
十
月
革
命
と
農
民
』
（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
七
年
）
、
『
ボ
リ
シ
ュ

　
エ
ビ
キ
権
力
と
農
民
　
戦
時
共
産
主
義
下
の
農
民
隔
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
」
九

　
九
八
年
）
か
ら
『
幻
想
の
革
命
　
十
月
革
命
か
ら
ネ
ッ
プ
へ
』
京
都
大
学
学
術
出

　
版
会
、
二
〇
〇
四
年
）
に
お
い
て
、
あ
ら
た
に
旧
ソ
連
文
書
館
の
文
書
で
資
料
の

　
補
強
を
し
た
模
様
で
あ
る
が
、
ロ
シ
ア
曜
ソ
連
唱
の
具
体
的
記
述
に
つ
い
て
、
私

　
に
は
論
評
す
る
力
は
な
い
。

⑥
　
こ
れ
ら
は
オ
ラ
ン
ダ
6
0
書
店
の
発
売
に
か
か
る
も
の
で
、
ほ
か
に
コ
ミ
ン

　
テ
ル
ン
第
一
回
か
ら
第
五
回
大
会
の
関
係
文
書
、
す
な
わ
ち
℃
o
巳
駆
。
。
○
。
ム
O
b
。

三
　
戦
後
の
日
本
共
産
主
義
運
動
を
視
野
に

　
の
部
分
も
、
同
じ
書
店
か
ら
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
化
さ
れ
て
市
販
さ
れ
て
い
る

　
（
O
o
巨
段
Φ
茜
≧
。
甑
く
①
。
・
し
⑩
ミ
山
鐸
ρ
O
o
α
q
冨
ω
ω
①
ω
ピ
蝕
ら
①
戸
寄
費
巴
p
巳
日

　
H
U
O
勺
ロ
げ
一
冒
ぽ
量
一
〇
〇
幽
）
。
な
お
和
田
春
樹
・
富
田
武
は
、
日
本
共
産
党
と
日

　
本
に
関
連
す
る
主
要
文
書
に
つ
き
、
翻
訳
を
付
し
た
書
籍
と
し
て
の
刊
行
を
準
備

　
し
て
い
る
と
聞
く
が
、
二
〇
〇
五
年
秋
現
在
、
ま
だ
日
の
目
を
見
て
い
な
い
。
そ

　
の
文
書
の
一
部
は
、
富
田
武
門
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
日
本
共
産
党
－
旧
ソ
連
ア
ル

　
ヒ
ー
ブ
資
料
か
ら
一
」
（
『
歴
史
評
論
』
二
〇
〇
二
年
七
月
）
で
紹
介
さ
れ
て
い

　
る
。

⑦
冷
戦
時
代
の
対
蒔
関
係
の
遺
産
を
引
き
継
い
だ
ア
メ
り
カ
に
は
、
旧
ソ
連
の
文

　
書
庫
の
扉
が
開
か
れ
て
か
ら
、
も
っ
と
も
早
期
に
、
か
つ
大
盤
に
こ
れ
ら
の
文
書

　
の
複
写
物
が
持
ち
帰
ら
れ
た
。
昭
既
Φ
d
潔
く
Φ
匿
曙
℃
お
ω
ω
の
蝿
共
産
主
義
の
記

　
録
（
諺
自
筆
。
。
o
｛
O
o
ヨ
ヨ
賃
巳
。
。
ヨ
）
』
シ
リ
ー
ズ
の
刊
行
は
、
そ
の
早
い
事
例
の
一

　
つ
で
あ
る
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
う
ち
邦
訳
が
出
版
さ
れ
て
い
る
三
冊
を
あ
げ
て
お

　
く
。
L
・
T
・
り
一
、
V
・
N
・
オ
レ
ー
グ
、
V
・
K
・
オ
レ
ー
グ
編
、
岡
田
良

　
之
助
・
萩
原
直
訳
糟
ス
タ
ー
リ
ン
極
秘
書
簡
　
モ
ロ
ト
フ
宛
　
一
鴇
甲
一
Φ
ω
①
㎞

　
（
大
月
書
店
、
一
九
九
六
年
）
、
ス
タ
イ
ン
バ
…
グ
、
フ
ル
ス
タ
ー
リ
ョ
ー
フ
編
、

　
河
上
洗
面
『
ロ
マ
ー
ノ
ブ
王
朝
滅
亡
”
革
命
期
の
政
治
の
夢
と
個
入
の
苦
闘
隔

　
（
大
月
書
店
、
一
九
九
七
年
）
、
H
・
ク
レ
ア
、
J
・
E
・
ヘ
イ
ン
ズ
、
F
・

　
1
・
フ
ィ
ル
ソ
フ
著
、
渡
部
雅
男
・
岡
本
和
彦
訳
『
ア
メ
リ
カ
共
産
党
と
コ
ミ
ン

　
テ
ル
ン
』
（
五
月
書
房
、
二
〇
Q
O
年
）
。

社
会
三
野
が
現
実
の
「
体
制
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
大
き
く
様
相
を
異
に
し
て
く
る
と
と
も
に
、
各
国
に
お
け
る
社
会
王
難
や
共
産
主
義
を
標

榜
し
て
き
た
政
治
勢
力
の
、
と
り
わ
け
み
ず
か
ら
の
歴
史
に
関
わ
る
ス
タ
ン
ス
に
も
変
化
が
現
れ
て
い
る
。
そ
の
小
さ
な
事
例
を
加
藤
哲
郎
・
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森
宣
雄
・
鳥
山
淳
・
国
場
幸
太
郎
編
『
戦
後
初
期
沖
縄
解
放
運
動
資
料
集
』
の
第
三
巻
「
沖
縄
非
合
法
共
産
党
と
奄
美
・
日
本
（
一
九
四
四
～

六
三
）
」
（
不
二
出
版
、
二
〇
〇
五
年
五
月
）
を
め
ぐ
る
動
き
に
見
て
み
よ
う
。

　
沖
縄
の
革
新
政
党
に
は
軍
政
下
以
来
、
社
会
大
衆
党
や
、
の
ち
の
社
会
党
の
流
れ
の
ほ
か
に
沖
縄
人
民
党
が
あ
り
、
人
民
党
は
沖
縄
の
本
土

復
帰
と
と
も
に
日
本
共
産
党
に
合
流
し
て
そ
の
沖
縄
県
委
員
会
を
構
成
し
、
人
民
党
委
員
長
で
あ
っ
た
瀬
長
亀
次
郎
は
日
本
共
産
党
の
複
数
の

副
委
員
長
の
一
人
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
は
よ
く
知
ら
れ
た
事
実
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
一
応
の
合
法
公
然
政
党
で
あ
っ
た
人
民
党
と
は
別
に
、
し

か
し
メ
ン
バ
ー
の
か
な
り
は
重
複
し
て
、
一
九
五
〇
年
代
前
半
に
お
い
て
非
合
法
の
共
産
党
が
組
織
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
人
民
党
や
共
産
党

関
係
者
は
長
く
沈
黙
、
秘
匿
し
て
き
た
。
た
と
え
ば
㎎
瀬
長
亀
次
郎
回
想
録
』
（
新
日
本
出
版
社
、
一
九
九
～
年
）
に
も
一
切
の
奮
及
は
な
い
。
秘

匿
の
理
由
は
、
現
実
に
発
足
し
た
と
き
に
は
米
軍
政
下
で
あ
っ
た
と
い
う
政
治
状
況
の
ゆ
え
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、
日
本
共
産
党
の
一
九
五
〇
年

分
裂
問
題
の
余
波
、
人
民
党
内
の
人
脈
の
相
違
と
対
立
な
ど
さ
ま
ざ
ま
の
要
因
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
に
つ
い
て
の
考
証
が
問
題

で
は
な
い
。

　
今
回
の
資
料
集
の
編
者
の
森
宣
雄
ら
は
、
こ
れ
ま
で
光
を
当
て
て
こ
ら
れ
な
か
っ
た
沖
縄
非
合
法
共
産
党
の
実
態
を
示
す
史
料
の
発
掘
と
収

録
に
つ
と
め
、
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
敗
戦
直
後
か
ら
一
〇
年
間
の
「
日
本
共
産
党
の
沖
縄
対
策
」
と
し
て
、
当
時
の
『
ア
カ
ハ
タ
』
な
ど
本
土

の
中
央
機
関
紙
誌
に
掲
載
さ
れ
た
方
針
書
や
論
文
の
い
く
つ
か
を
こ
の
資
料
集
に
再
録
す
る
こ
と
を
計
画
し
た
。
そ
の
掲
載
に
つ
き
現
在
の
日

本
共
産
党
中
央
委
員
会
に
許
諾
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
条
件
付
き
で
応
諾
す
る
と
の
返
事
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
そ
の
条
件
の
一
つ
は
、
敗
戦
直
後

の
日
本
共
産
党
の
沖
縄
論
に
は
「
琉
球
独
立
論
」
な
ど
、
す
で
に
是
正
克
服
さ
れ
て
い
る
誤
り
が
あ
り
、
そ
の
誤
り
と
是
正
の
事
実
を
解
説
等

で
ふ
れ
る
こ
と
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
（
同
資
料
集
、
第
三
巻
解
題
、
一
八
ペ
ー
ジ
）
。
こ
の
対
応
は
歓
迎
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
現
在
の
日
本

共
産
党
に
と
っ
て
は
す
で
に
解
決
済
み
と
考
え
ら
れ
て
い
る
テ
ー
マ
を
含
む
と
い
う
余
裕
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
ま
た
『
日
本
共
産
党
の
八
○

年
』
以
後
の
現
在
の
日
本
共
産
党
に
は
、
党
史
に
つ
い
て
の
強
い
執
着
心
が
減
退
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
み
ず
か
ら
の
過
去
に
つ
い
て
の

ナ
ー
バ
ス
な
対
応
か
ら
、
今
回
の
よ
う
な
余
裕
の
あ
る
対
応
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
共
産
党
に
つ
い
て
の
学
問
的
な
研
究
さ
え
も
、
き
わ
め
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8

て
政
治
的
な
対
応
を
し
て
き
た
こ
と
の
あ
る
同
党
の
歴
史
か
ら
見
れ
ば
、
大
き
な
、
そ
し
て
望
ま
し
い
変
化
と
い
え
る
。
共
産
党
史
を
め
ぐ
る

こ
う
し
た
空
気
の
変
化
を
反
映
す
る
史
料
の
発
掘
や
研
究
の
動
向
を
、
お
も
に
日
本
語
文
献
を
中
心
に
見
て
み
よ
う
。

プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
、
水
野
津
太
史
料

　
第
二
次
大
戦
後
に
日
本
を
占
領
し
た
連
合
軍
の
総
司
令
部
（
G
H
Q
）
は
、
そ
の
民
間
検
閲
局
（
C
C
D
）
の
も
と
、
一
九
四
五
年
秋
か
ら
一

九
四
九
年
＝
月
ま
で
、
い
わ
ゆ
る
プ
レ
ス
コ
ー
ド
と
呼
ば
れ
る
メ
デ
ィ
ア
規
制
と
検
閲
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
C
C
D
に
は
提
出

さ
れ
た
膨
大
な
出
版
物
が
蓄
積
さ
れ
た
。
教
授
と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
に
在
籍
の
ま
ま
、
G
H
Q
参
謀
本
部
E
部
戦
史
室
に

勤
務
し
て
い
た
プ
ラ
ン
ゲ
博
士
は
、
こ
れ
ら
の
出
版
物
の
歴
史
史
料
と
し
て
の
重
要
性
を
認
識
し
、
一
九
五
〇
年
よ
り
二
年
間
に
わ
た
っ
て
、

こ
れ
ら
を
勤
務
校
の
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
に
運
び
込
ん
だ
。

　
劣
化
の
激
し
い
こ
れ
ら
の
出
版
物
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
化
は
、
一
九
八
○
年
代
よ
り
作
業
が
開
始
さ
れ
、
二
〇

〇
一
年
に
は
雑
誌
春
怨
一
万
謝
〇
〇
〇
タ
イ
ト
ル
、
二
〇
〇
四
年
に
は
新
聞
論
決
一
万
八
○
○
○
タ
イ
ト
ル
が
市
販
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
販
売
に
あ
た
っ
て
は
地
方
別
・
分
野
別
の
分
売
方
式
が
発
売
元
で
積
極
的
に
と
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
、
日
本
で
の
発
売
元
の
ひ
と
つ
で
あ

る
文
生
書
院
が
拍
出
・
作
成
し
た
B
本
共
産
党
関
連
紙
は
八
四
六
タ
イ
ト
ル
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
中
央
機
関
紙
誌
『
ア
カ
ハ
タ
』
『
ア
カ
ハ

タ
ニ
ュ
ー
ス
』
『
ア
カ
ハ
タ
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
』
の
ほ
か
『
京
都
の
ハ
タ
』
『
北
信
戦
線
』
『
関
東
週
報
』
『
九
州
戦
線
』
と
い
っ
た
都
道
府
県
、
な

い
し
地
方
委
員
会
単
位
の
も
の
、
そ
し
て
圧
倒
的
多
数
の
細
胞
（
共
産
党
の
基
礎
組
織
）
機
関
紙
が
含
ま
れ
る
。
と
り
わ
け
細
胞
機
関
紙
は
、
ま

と
ま
っ
て
保
存
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
実
情
の
た
め
に
貴
重
で
あ
る
。
目
録
だ
け
で
も
、
敗
戦
直
後
の
地
域
や
職
場
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

党
組
織
の
分
布
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
史
料
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
提
出
さ
れ
た
も
の
が
検
閲
の
た
め
で
あ
り
、
こ
の
た
め
に
公
刊
前
の
ゲ
ラ
刷
り
の
段
階
の
も

の
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
私
は
ま
だ
ま
っ
た
く
部
分
的
に
し
か
見
て
い
な
い
が
、
た
と
え
ば
中
央
機
関
紙
『
ア
カ
ハ
タ
』
の
ゲ
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う
に
対
し
て
、
修
正
や
削
除
要
求
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
た
か
、
実
際
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
の
相
違
を
検
証
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

　
水
野
津
太
田
蔵
資
料
も
、
戦
後
初
期
の
日
本
共
産
党
に
関
連
す
る
大
き
な
資
料
群
で
あ
り
、
二
〇
〇
四
年
に
慶
慮
義
塾
大
学
な
ど
に
搬
入
さ

れ
、
公
開
を
準
備
申
と
聞
く
。
水
野
津
太
（
～
八
九
三
～
｝
九
九
二
）
は
、
一
九
二
〇
年
代
に
満
鉄
図
書
館
に
勤
務
し
、
～
九
三
〇
年
代
の
東
京

で
は
国
領
五
一
楽
章
獄
中
の
共
産
党
員
の
救
援
運
動
に
関
わ
っ
た
。
敗
戦
後
、
図
書
館
司
書
の
経
験
を
買
わ
れ
て
東
京
代
々
木
の
日
本
共
産
党

本
部
資
料
室
に
勤
務
し
、
ま
た
渡
部
義
通
ら
が
党
の
要
請
で
組
織
し
た
党
史
委
員
会
の
実
務
を
挺
当
し
た
が
、
六
全
協
後
の
党
へ
の
違
和
感
と

不
満
か
ら
共
産
党
を
離
れ
た
。
こ
の
間
、
一
九
五
〇
年
に
占
領
軍
に
よ
る
直
接
の
弾
圧
が
日
本
共
産
党
に
加
え
ら
れ
た
と
き
、
党
史
資
料
室
の

史
料
の
か
な
り
が
水
野
の
私
宅
に
疎
開
さ
れ
た
。
水
野
が
共
産
党
を
離
れ
た
の
ち
の
一
九
五
七
年
と
一
九
六
七
年
に
、
日
本
共
産
党
は
そ
の
大

多
数
の
図
書
を
増
収
し
た
。
そ
の
際
に
回
収
目
録
に
記
載
さ
れ
ず
、
も
と
も
と
水
野
の
私
物
で
あ
っ
た
た
梱
包
物
に
つ
き
、
晩
年
の
水
野
の
身

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
っ
き

の
回
り
の
世
話
役
で
も
あ
っ
た
由
井
格
ら
が
あ
ら
た
め
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
含
ま
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
『
赤
旗
』
や

戦
後
の
『
ア
カ
ハ
タ
』
創
刊
号
以
降
約
一
〇
年
間
の
、
良
好
な
保
存
状
態
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
、
記
事
索
引
製
作
の
た
め
に
作
成
し
た
と
思
わ

れ
る
『
ア
カ
薄
曇
』
記
事
切
り
抜
き
フ
ァ
イ
ル
、
日
本
共
産
党
が
発
行
し
た
か
な
り
の
定
期
刊
行
物
、
中
央
と
地
方
組
織
と
の
通
達
や
報
告
な

ど
の
往
復
文
書
、
地
方
委
員
会
や
細
胞
の
機
関
紙
な
ど
で
あ
っ
た
。
さ
き
の
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
史
料
が
、
お
お
む
ね
一
九
四
〇
年
代
い
っ
ぱ
い
の

時
期
の
も
の
を
対
象
と
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
水
野
資
料
は
、
一
九
五
〇
年
代
の
も
の
が
む
し
ろ
中
心
で
あ
る
。

　
日
本
共
産
党
本
部
に
あ
る
党
史
資
料
室
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
も
の
が
、
党
外
に
対
し
て
（
そ
し
て
大
部
分
の
党
内
に
さ
え
）
公
開
と
い
う
に
は

ほ
ど
遠
い
実
情
に
あ
る
と
き
、
関
連
す
る
史
料
の
一
部
が
当
時
在
職
し
て
い
た
勤
務
員
の
私
物
と
し
て
残
り
、
研
究
機
関
に
寄
託
さ
れ
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

は
、
歴
史
史
料
の
共
有
と
公
開
か
ら
す
れ
ば
ま
こ
と
に
僥
倖
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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社
会
運
動
家
の
自
伝
・
追
想
録

民主主義・平和主義・社会主義（田中）

　
戦
前
の
活
動
歴
の
あ
る
運
動
家
の
O
B
・
O
G
た
ち
の
「
旧
友
会
」
と
呼
ば
れ
る
組
織
は
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
り
、
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か

は
会
報
を
発
行
し
、
歴
史
の
証
言
を
意
識
的
に
残
す
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
は
、
前
著
『
一
九
三
〇
年
代
日
本
共
産
党
史
論
』
序
章

（
二
五
ペ
ー
ジ
以
下
）
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
主
要
メ
ン
バ
ー
の
逝
去
に
よ
っ
て
、
お
お
よ
そ
一
九
八
○
年
代
い
っ
ぱ
い
で
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
活
動
を
停
止
し
た
も
の
が
多
い
。
　
九
九
〇
年
代
以
降
に
、
若
い
研
究
者
に
よ
る
継
承
は
見
ら
れ
な
い
。

　
旧
友
会
の
よ
う
な
組
織
だ
っ
た
活
動
は
、
戦
後
の
時
期
に
移
っ
て
も
よ
さ
そ
う
だ
が
、
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
の
被
処
分
者
た
ち
の
、
記
録
を
残
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

一
連
の
動
き
な
ど
が
目
立
つ
も
の
の
、
戦
後
の
運
動
史
の
記
録
運
動
は
活
発
と
は
い
え
な
い
。
京
大
天
皇
事
件
や
砂
川
闘
争
の
五
〇
周
年
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

た
り
、
記
念
の
集
会
の
記
録
や
記
念
出
版
な
ど
が
な
さ
れ
た
が
、
戦
後
に
つ
い
て
は
な
お
部
分
的
と
い
え
る
。
し
か
し
個
人
的
な
作
業
の
性
格

が
よ
り
強
い
自
伝
や
回
顧
録
・
追
想
録
に
つ
い
て
は
、
こ
の
間
も
多
く
の
作
品
が
生
み
出
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
一
冊
と
し
て
牧
原
憲
夫
編
『
山
代
巴
獄
中
手
記
書
簡
集
一
模
索
の
軌
跡
』
（
平
凡
社
、
二
〇
〇
三
年
）
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。

共
産
主
義
者
の
獄
中
書
簡
集
は
少
な
く
な
い
。
そ
の
幾
冊
か
は
戦
後
の
あ
る
時
期
に
は
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
数
え
ら
れ
た
も
の
も
あ
る
。
『
愛
情

は
ふ
る
星
の
ご
と
く
に
』
（
尾
崎
秀
実
、
初
版
一
九
四
六
年
）
、
『
愛
と
思
想
と
人
間
と
』
（
グ
ラ
ム
シ
、
一
九
六
二
年
）
と
い
っ
た
、
今
か
ら
思
え
ば

ず
い
ぶ
ん
情
緒
的
な
タ
イ
ト
ル
が
付
さ
れ
て
い
た
。
と
り
わ
け
宮
本
顕
治
・
百
合
子
の
往
復
書
簡
『
十
二
年
の
手
紙
』
（
初
版
一
九
五
〇
年
～
五

二
年
）
は
、
書
簡
集
で
は
な
い
が
徳
田
球
一
・
志
賀
義
雄
『
獄
中
十
八
年
』
（
時
事
通
信
社
、
一
九
四
七
年
）
と
な
ら
ぶ
、
戦
後
の
日
本
共
産
党
の

精
神
的
権
威
の
よ
り
ど
こ
ろ
を
示
す
も
の
と
な
っ
た
。
そ
の
権
威
の
源
泉
と
は
「
非
転
向
」
を
貫
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。
そ
れ
か
ら
半
世
紀
以
上
が
経
過
し
た
二
一
世
紀
の
今
日
に
お
い
て
出
版
さ
れ
た
山
代
書
簡
集
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
「
模
索
の
軌
跡
」
と
あ

る
。
確
固
た
る
北
斗
星
の
よ
う
な
「
非
転
向
」
の
貫
徹
を
称
揚
す
る
姿
勢
と
は
ず
い
ぶ
ん
様
相
が
違
う
。
本
書
の
主
要
内
容
は
獄
中
書
簡
だ
が
、

そ
れ
に
先
だ
っ
た
第
一
部
に
山
代
巴
の
「
上
申
書
」
が
お
か
れ
た
こ
と
も
象
徴
的
だ
。
巴
が
在
獄
し
て
い
た
三
次
刑
務
所
の
所
長
宛
上
申
書
は
、
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所
長
が
巴
の
仮
釈
放
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
と
し
て
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
保
護
観
察
所
長
と
の
面
接
が
、
夫
で
あ
る
山
代
吉
宗
へ

の
「
転
向
」
誘
導
と
な
る
こ
と
を
お
そ
れ
た
巴
の
意
向
を
配
慮
し
、
か
つ
山
代
夫
妻
の
人
間
愛
に
感
ず
る
こ
と
の
あ
っ
た
所
長
が
、
彼
ら
に
関

心
を
寄
せ
た
ゆ
え
の
も
の
で
あ
っ
た
。
転
向
の
証
明
と
し
か
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
「
上
申
書
」
は
、
こ
れ
ま
で
共
産
主
義
者
を
自
認
す
る
も
の

に
と
っ
て
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
も
の
と
し
か
評
価
さ
れ
ず
、
告
発
材
料
と
し
て
以
外
に
日
の
目
を
見
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
第
二
部

「
書
簡
」
で
は
、
夫
妻
の
往
復
書
簡
の
ほ
か
に
、
全
体
の
三
分
の
一
は
そ
の
家
族
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
共
産
主
義
者
の
獄
中
書
簡
集
の
基
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ト
ー
ン
が
「
節
を
曲
げ
な
い
」
非
転
向
の
姿
勢
の
賞
揚
か
ら
、
「
人
間
愛
」
「
家
族
愛
」
に
移
っ
た
か
に
見
え
る
。

　
一
九
五
〇
年
代
の
共
産
主
義
運
動
に
つ
い
て
の
当
時
の
関
係
者
に
よ
る
本
格
的
な
回
顧
録
が
出
た
。
脇
田
憲
一
『
朝
鮮
戦
争
と
吹
田
・
枚
方

事
件
』
（
明
石
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）
で
あ
る
。
～
九
五
〇
年
代
前
半
の
日
本
共
産
党
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
中
央
委
員
会
が
分
裂
状
態
と
な
り
、

そ
の
と
き
の
主
流
派
と
は
い
え
な
い
部
分
が
一
九
五
六
年
の
六
全
協
に
よ
る
再
統
一
以
後
の
共
産
党
を
主
導
し
た
と
い
う
経
緯
が
、
一
九
五
〇

年
代
の
武
力
闘
争
方
針
の
時
期
の
関
係
者
の
証
言
を
困
難
に
し
て
い
た
。
大
窪
敏
三
『
ま
つ
直
ぐ
』
（
南
風
社
、
一
九
九
九
年
）
は
、
こ
の
点
で

先
駆
的
で
あ
っ
た
。
戦
前
は
中
国
戦
線
の
前
線
で
、
戦
後
は
日
本
共
産
党
の
戦
列
に
お
い
て
、
い
ず
れ
も
ノ
ン
キ
ャ
リ
ア
の
ミ
リ
タ
ン
ト
（
戦

士
）
と
し
て
、
つ
ま
り
一
兵
卒
と
し
て
活
動
し
た
大
窪
は
、
敗
戦
や
六
全
協
と
い
っ
た
、
そ
れ
ま
で
の
自
己
を
突
き
動
か
し
て
き
た
基
本
理
念

が
大
転
換
し
た
と
き
に
露
呈
す
る
同
志
た
ち
の
身
の
処
し
方
を
描
き
つ
つ
、
思
想
の
内
容
で
は
な
く
て
そ
の
質
の
あ
り
方
を
問
う
。
自
身
の
属

す
る
新
し
い
党
指
導
部
に
よ
っ
て
完
全
に
否
定
さ
れ
た
「
武
装
闘
争
方
針
」
と
い
う
活
動
歴
を
持
つ
覚
員
の
身
の
処
し
方
を
知
る
う
え
で
も
興

味
深
い
。
脇
田
憲
一
氏
は
　
七
歳
の
高
校
生
の
時
に
、
共
産
党
の
武
装
闘
争
の
一
環
と
し
て
企
て
ら
れ
た
枚
方
の
軍
需
工
場
へ
の
攻
撃
闘
争
と
、

朝
鮮
戦
争
へ
の
軍
用
列
車
妨
害
の
た
め
の
陽
動
作
戦
な
ど
に
参
加
し
て
検
挙
さ
れ
、
保
釈
後
、
奥
吉
野
、
大
阪
な
ど
で
山
村
工
作
隊
や
基
地
工

作
活
動
に
か
か
わ
る
。
六
全
協
後
、
共
産
党
を
離
れ
、
労
働
組
合
運
動
に
参
加
、
総
評
の
オ
ル
グ
と
な
る
。
本
文
七
七
〇
ペ
ー
ジ
、
そ
れ
に
伊

藤
晃
氏
の
解
説
論
文
な
ど
を
付
す
。
の
ち
共
産
党
の
主
流
か
ら
否
定
さ
れ
、
な
か
っ
た
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
歴
史
の
体
験
者
が
、
自
ら
の
情
熱

と
体
験
を
歴
史
化
す
る
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
を
自
問
し
、
半
世
紀
ぶ
り
の
再
調
査
に
乗
り
出
す
。
本
書
は
回
顧
録
と
言
う
よ
り
は
、
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過
去
を
追
体
験
す
る
検
証
の
旅
の
記
録
と
い
う
趣
が
あ
る
。
戦
後
の
左
翼
運
動
史
の
空
白
も
、
よ
う
や
く
歴
史
化
さ
れ
て
き
た
と
の
感
を
抱
か

せ
る
書
で
あ
る
。

　
し
か
し
川
口
孝
夫
㎎
流
さ
れ
て
蜀
の
国
へ
』
（
私
家
版
、
一
九
九
八
年
）
を
読
む
と
、
こ
の
時
期
を
歴
史
と
し
て
叙
述
す
る
こ
と
の
困
難
さ
を

な
お
強
く
感
じ
る
。
か
の
一
九
五
二
年
の
自
鳥
警
部
殺
害
事
件
当
時
に
札
幌
地
区
の
中
核
自
衛
隊
の
責
任
者
と
し
て
「
知
り
す
ぎ
た
男
」
で
あ

っ
た
著
者
は
、
六
全
協
後
の
統
一
指
導
部
の
手
に
よ
っ
て
、
口
封
じ
の
た
め
に
か
、
だ
ま
し
討
ち
的
に
中
国
奥
地
へ
の
島
流
し
な
ら
ぬ
「
陸
流

し
」
に
あ
う
。
彼
が
～
七
年
も
の
中
国
で
の
生
活
を
終
え
て
帰
国
で
き
た
の
は
、
日
中
両
共
産
党
が
断
絶
状
態
と
な
り
、
か
つ
日
中
国
交
が
回

復
し
た
後
の
一
九
七
三
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
伊
藤
律
と
類
似
の
運
命
を
た
ど
っ
た
著
者
は
、
革
命
党
の
、
組
織
第
一
の
論
理
の
持
つ
非
情
さ

を
自
身
の
姿
に
写
す
。
し
か
し
著
者
は
こ
の
本
で
も
、
白
鳥
事
件
の
真
相
に
つ
い
て
は
曖
昧
に
し
て
い
る
。
事
件
か
ら
五
〇
年
以
上
が
経
過
し
、

中
国
に
亡
命
し
た
、
事
件
関
係
者
と
さ
れ
る
共
産
党
員
の
幾
名
も
、
す
で
に
多
く
は
客
死
し
た
。
そ
の
中
で
、
自
律
事
件
が
権
力
に
よ
る
謀
略

で
あ
り
、
共
産
党
は
無
関
係
で
あ
る
の
立
場
で
書
か
れ
た
代
表
作
と
い
う
べ
き
山
田
清
三
郎
『
白
鳥
事
件
研
究
』
（
白
石
書
店
、
一
九
七
七
年
）

が
文
庫
化
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
事
件
の
共
同
被
告
で
あ
っ
た
元
共
産
党
員
高
安
知
彦
の
長
文
の
証
言
を
収
録
し
た
和
多
田
進
の
一
〇
〇
ペ
ー
ジ

も
の
「
解
説
」
は
、
実
行
行
為
者
の
特
定
を
含
む
共
産
党
員
に
よ
る
犯
行
を
述
べ
る
も
の
で
あ
っ
た
（
新
風
社
文
庫
、
二
〇
〇
五
年
）
。
し
か
し

下
山
事
件
が
、
関
係
者
の
証
言
を
つ
な
ぐ
だ
け
で
は
真
相
に
迫
れ
な
か
っ
た
の
と
同
様
に
、
白
鳥
事
件
も
証
言
を
裏
付
け
る
実
証
が
必
要
と
な

ろ
う
。
刑
事
手
続
き
と
し
て
で
な
く
、
歴
史
研
究
と
し
て
の
究
明
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る
。
こ
の
点
で
佐
藤
一
ら
に
よ
る
『
下
山
事
件
全
研

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

究
』
（
時
事
通
信
社
、
一
九
七
六
年
）
の
先
駆
例
を
思
い
起
こ
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
一
九
五
〇
年
代
末
よ
り
登
場
し
た
「
新
左
翼
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
流
れ
の
関
係
者
の
圓
顧
録
も
登
場
し
始
め
た
。
比
較
的
若
く
に
亡
く
な
っ

た
り
ー
ダ
ー
で
あ
る
生
田
浩
二
、
唐
牛
健
太
郎
、
高
瀬
泰
治
ら
へ
の
追
想
録
や
、
本
多
延
嘉
、
中
原
一
、
西
京
司
と
い
っ
た
各
派
の
最
高
リ

ダ
ー
た
ち
の
論
集
は
す
で
に
世
に
出
て
い
た
が
、
近
年
で
特
記
す
べ
き
は
ブ
ン
ド
（
共
産
主
義
者
同
盟
）
創
設
の
中
心
人
物
で
二
〇
〇
〇
年
に
逝

去
し
た
島
成
郎
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
島
成
郎
は
生
前
に
『
ブ
ン
ド
私
史
』
（
批
評
社
、
一
九
九
九
年
）
を
著
し
て
い
た
が
、
島
成
郎
記
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念
文
集
刊
行
会
『
島
成
郎
と
六
〇
年
安
保
の
時
代
』
全
二
巻
（
情
況
出
版
、
二
〇
〇
二
年
半
は
そ
の
島
の
追
悼
文
集
で
あ
る
。
こ
の
追
悼
集
の
執

筆
者
の
多
彩
さ
こ
そ
が
島
の
持
ち
昧
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
一
致
で
は
な
く
違
い
を
見
つ
け
る
こ
と
に
熱
心
だ
っ
た
新
左
翼
の
中
で
、
島
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
は
貴
重
で
あ
り
、
そ
し
て
残
念
な
が
ら
例
外
だ
っ
た
。

　
こ
の
ほ
か
の
薪
左
翼
関
係
者
の
文
献
の
い
く
つ
か
を
あ
げ
る
。
さ
ら
ぎ
徳
治
噸
我
か
く
闘
え
り
i
破
防
法
闘
争
三
二
年
1
…
馳
（
情
況
出
版
、

二
〇
〇
一
年
）
は
一
九
六
九
年
の
破
防
法
裁
判
被
告
で
あ
る
著
者
が
、
公
判
中
の
長
き
に
わ
た
っ
て
逃
亡
し
た
あ
と
の
復
活
の
書
で
あ
り
、
破

防
法
裁
判
記
録
集
で
あ
る
。
浅
田
光
輝
『
激
動
の
時
代
と
と
も
に
』
（
情
況
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）
は
、
瓢
左
翼
に
シ
ン
パ
シ
ー
を
抱
い
た
元
共

産
党
員
知
識
人
の
回
想
録
で
あ
り
、
荒
畑
寒
村
ら
に
比
べ
れ
ば
、
そ
の
愛
憎
の
起
伏
は
緩
や
か
だ
。
三
上
治
謄
九
六
〇
年
代
論
』
『
一
九
七

〇
年
代
論
』
（
批
評
社
、
二
〇
〇
〇
年
～
二
〇
〇
四
年
）
、
荒
岱
介
『
破
天
荒
伝
島
（
太
田
出
版
、
二
〇
〇
～
年
）
、
塩
見
孝
也
『
赤
軍
派
始
末
記
隠
（
彩

県
社
、
一
　
○
Ω
二
年
）
、
小
野
田
嚢
二
『
革
命
的
左
翼
と
い
う
擬
制
』
（
自
白
社
、
二
〇
〇
三
年
）
と
い
っ
た
一
九
六
〇
年
代
の
学
生
運
動
指
導
者
も

六
〇
豊
代
と
な
っ
て
、
こ
う
し
た
回
顧
録
を
し
た
た
め
始
め
た
。
し
か
し
「
よ
ど
号
」
関
係
者
に
つ
い
て
の
『
回
想
　
里
量
筒
麿
』
（
罐
焚
館
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

版
、
一
九
九
七
年
）
な
ど
を
読
む
と
、
ま
だ
歴
史
の
濾
過
を
経
た
客
観
性
を
帯
び
る
に
は
ほ
ど
遠
い
も
の
で
あ
る
。

　
薪
左
翼
の
党
派
の
他
に
、
そ
れ
ら
と
　
部
は
呼
応
し
な
が
ら
独
自
の
運
動
の
論
理
を
構
築
し
て
い
っ
た
人
々
の
も
の
、
古
く
は
飯
沼
二
郎

『
私
の
あ
ゆ
ん
だ
現
代
』
（
日
本
基
督
教
団
出
版
局
、
一
九
八
三
年
）
な
ど
が
あ
る
が
、
こ
の
間
に
は
小
田
実
『
「
べ
平
連
」
・
回
顧
録
で
な
い
國

顧
』
（
第
三
書
館
、
｝
九
九
五
年
）
、
『
瓢
鰻
ま
ん
だ
ら
　
追
悼
前
田
俊
彦
』
（
農
文
協
、
～
九
九
四
年
）
、
小
林
ト
ミ
『
「
声
な
き
声
」
を
き
け
』
（
同
時

代
社
、
二
〇
〇
＝
　
年
）
、
あ
る
い
は
三
里
塚
空
港
反
対
同
盟
の
活
動
家
の
追
想
録
㎎
石
井
武
の
生
涯
』
（
七
つ
森
書
館
、
二
〇
〇
四
年
）
な
ど
が
登
場

し
た
。
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復
刻
版
の
刊
行

機
関
紙
誌
の
復
刻
情
況
は
一
時
ほ
ど
に
は
隆
盛
を
み
な
い
。
『
前
進
』
『
戦
旗
』
『
世
界
革
命
』
『
現
代
革
命
』
な
ど
新
左
翼
主
要
党
派
の
機
関



紙
は
縮
刷
版
を
刊
行
し
た
が
、
い
ず
れ
も
～
九
八
○
年
代
に
な
っ
て
か
ら
、
継
続
刊
行
を
果
た
し
て
い
な
い
。
『
べ
平
連
ニ
ュ
ー
ス
』
復
刻
版

（｝

緕
ｵ
四
年
）
に
続
き
、
京
都
べ
平
連
機
関
紙
『
ベ
ト
ナ
ム
通
信
』
の
復
刻
（
不
二
出
版
、
一
九
九
〇
年
）
な
ど
、
あ
る
い
は
救
援
連
絡
セ
ン

タ
ー
『
救
援
』
縮
刷
版
（
一
九
七
七
年
、
△
二
年
）
な
ど
党
派
以
外
の
グ
ル
ー
プ
の
元
活
動
家
た
ち
に
よ
る
復
刊
事
業
が
む
し
ろ
散
見
さ
れ
る
。

　
大
原
社
会
問
題
研
究
所
の
『
日
本
社
会
運
動
史
料
嚇
の
復
刻
は
、
一
九
六
九
年
の
二
人
会
機
関
紙
の
刊
行
以
来
三
〇
〇
冊
を
数
え
る
大
事
業

で
あ
っ
た
が
、
予
告
さ
れ
た
全
タ
イ
ト
ル
の
い
く
つ
か
が
残
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
り
、
こ
の
継
続
事
業
で
あ
る
『
戦
後
社
会
運
動
史
料
』
も
『
東

京
民
報
』
『
藩
主
評
論
』
『
社
会
思
潮
』
な
ど
を
刊
行
し
た
の
み
で
中
断
し
て
い
る
。
～
冊
あ
た
り
一
〇
万
円
に
も
の
ぼ
る
定
価
が
付
さ
れ
る
と

こ
ろ
を
み
る
と
、
こ
の
種
の
復
刻
事
業
は
商
業
出
版
と
し
て
成
立
し
な
い
現
状
が
推
察
さ
れ
る
。
一
九
七
〇
年
代
ま
で
の
、
戦
前
の
運
動
関
係

機
関
紙
誌
の
活
発
な
復
刻
情
況
と
比
較
す
る
に
雲
泥
の
相
違
で
あ
る
（
田
中
前
著
、
五
二
～
五
四
ペ
ー
ジ
）
。
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こ
の
間
の
、
社
会
運
動
を
取
り
締
ま
る
官
憲
側
の
史
料
の
登
場
の
圧
巻
は
、
荻
野
富
士
夫
が
単
独
で
編
集
し
た
魍
特
高
警
察
関
係
資
料
集

成
憾
第
一
期
全
三
〇
巻
（
不
二
出
版
、
～
九
九
一
～
一
九
九
四
年
）
、
同
第
二
期
全
八
巻
（
二
〇
〇
四
年
）
で
あ
る
。
す
で
に
～
九
七
〇
～
八
○
年
代

に
お
い
て
内
務
省
『
社
会
運
動
の
状
況
』
『
特
高
月
報
』
、
司
法
省
『
思
想
研
究
資
料
』
『
思
想
月
報
』
、
文
部
省
『
思
想
調
査
資
料
馳
な
ど
基
本

的
な
も
の
の
復
刻
は
終
わ
っ
て
い
た
（
田
申
前
著
、
二
〇
～
二
三
ペ
ー
ジ
）
。
先
の
復
刻
で
は
未
発
見
の
た
め
に
収
録
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
『
社
会

運
動
の
状
況
』
一
九
二
六
1
二
七
年
版
や
『
外
事
月
報
瞼
『
外
事
警
察
報
』
な
ど
の
補
遺
が
、
荻
野
の
こ
の
資
料
集
に
加
わ
っ
た
。

　
荻
野
編
の
こ
の
資
料
集
の
特
徴
は
、
こ
れ
ま
で
に
復
劾
が
な
さ
れ
た
も
の
の
多
く
が
、
定
期
的
に
印
刷
に
付
さ
れ
た
整
っ
た
も
の
が
多
か
っ

た
の
に
対
し
て
、
個
別
的
な
文
書
を
集
積
し
た
も
の
を
中
心
と
し
て
お
り
、
そ
の
所
蔵
機
関
も
多
様
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
少
部
数
の
謄
写
刷

り
の
も
の
が
か
な
り
含
ま
れ
、
警
保
局
の
部
内
資
料
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
山
岡
万
之
助
関
係
文
書
（
日
本
大
学
法
学
部
図
書
館
、
学
習
院

大
学
心
経
図
書
室
）
、
大
野
緑
一
郎
関
係
文
書
（
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
）
を
は
じ
め
、
有
松
英
義
、
松
本
学
、
纐
纈
弥
三
な
ど
の
内
務
官
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僚
の
旧
蔵
し
て
い
た
も
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
旧
内
務
省
関
係
の
諸
文
書
や
、
占
領
軍
が
接
収
し
た
「
米
軍
没
収
資
料
」
、

「
旧
陸
海
軍
省
文
書
」
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
な
ど
を
丹
念
に
拾
い
直
し
、
第
一
期
の
三
〇
巻
で
は
計
二
六
五
点
の
資
料
を
一
二
の
テ
ー
マ
に
分

け
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
一
九
二
〇
年
代
の
上
記
官
憲
資
料
の
補
遺
と
い
う
べ
き
、
内
閣
書
記
官
室
、
あ
る
い
は
警
視
総
監
室
旧
蔵
文
書

が
、
廣
畑
研
二
の
解
説
を
付
し
て
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
で
発
売
さ
れ
た
（
不
二
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）
。

　
占
領
軍
が
押
収
し
た
旧
内
務
省
文
書
の
い
く
つ
か
は
、
早
く
は
『
資
料
日
本
現
代
史
』
の
「
敗
戦
直
後
の
政
治
と
社
会
」
（
大
月
書
店
、
～
九

八
○
～
八
一
年
）
な
ど
に
収
め
ら
れ
て
い
た
が
、
さ
ら
に
「
敗
戦
時
全
国
治
安
情
報
」
（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
四
年
）
、
あ
る
い
は
「
太
平

洋
戦
争
内
務
省
治
安
対
策
情
報
」
（
同
、
一
九
九
五
年
）
と
の
統
括
タ
イ
ト
ル
が
付
さ
れ
て
刊
行
さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
極

東
国
際
軍
事
裁
判
国
際
検
察
局
文
書
の
う
ち
か
ら
重
要
度
の
高
い
も
の
を
抽
出
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　
戦
前
の
日
本
共
産
党
主
要
メ
ン
バ
ー
の
、
治
安
維
持
法
違
反
事
件
等
に
お
け
る
予
審
調
書
、
予
審
集
結
決
定
書
は
、
一
九
八
○
年
代
ま
で
に

は
容
易
に
刊
本
で
見
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い
た
（
田
中
前
著
、
二
二
～
二
一
ニ
ペ
ー
ジ
）
。
そ
の
後
も
『
中
西
功
訊
問
調
書
』
（
亜
紀
書
房
、
一
九

九
六
年
）
、
『
野
坂
参
三
予
審
尋
問
調
書
』
（
五
月
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）
が
で
た
。
珍
し
い
と
こ
ろ
で
は
『
松
本
三
益
団
規
令
事
件
公
判
記
録
』

（
あ
ゆ
み
出
版
、
一
九
九
一
年
）
が
あ
る
。
破
壊
活
動
防
止
法
の
前
身
と
も
い
う
べ
き
団
体
等
規
制
令
の
違
反
事
件
公
判
は
公
判
事
例
自
体
が
少

な
い
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
間
に
刊
行
さ
れ
た
調
書
、
公
判
記
録
の
圧
巻
は
な
ん
と
い
っ
て
も
『
山
本
正
美
　
裁
判
関
係
記
録
・
論
文
集
』
（
新
泉
社
、
一
九
九
八
年
）
、

唖
山
本
正
美
　
治
安
維
持
法
裁
判
陳
述
集
』
（
同
、
二
〇
〇
五
年
）
で
あ
ろ
う
。
山
本
正
美
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
が
作
成
し
た
戦
前
の
日
本
共
産

党
の
綱
領
的
文
書
の
筆
頭
で
あ
る
「
三
ニ
テ
ー
ゼ
」
の
作
成
に
関
わ
っ
た
た
だ
一
人
に
日
本
人
で
あ
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
本
書
に
収
め
ら

れ
た
山
本
の
予
審
調
書
、
獄
中
手
記
、
裁
判
の
法
廷
で
の
陳
述
は
、
三
ニ
テ
ー
ゼ
の
内
容
と
本
質
を
解
説
し
、
そ
の
有
効
性
を
力
説
し
、
誤
っ

た
解
釈
を
排
除
す
る
と
い
う
使
命
に
満
ち
て
い
る
。
戦
後
か
な
り
の
時
間
を
経
た
時
点
で
の
山
本
の
圓
想
記
『
激
動
の
時
代
に
生
き
て
』
（
マ

ル
ジ
ュ
社
、
～
九
八
五
年
）
は
、
山
本
の
戦
前
の
こ
の
使
命
感
そ
の
ま
ま
に
、
三
ニ
テ
ー
ゼ
の
も
っ
と
も
よ
き
祖
述
者
と
し
て
み
ず
か
ら
を
位
置
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づ
け
て
い
る
。

民主主義・平和主義・社会主義（田中）

①
一
九
五
〇
年
六
月
、
日
本
共
産
党
中
央
機
関
紙
魍
ア
カ
網
嚢
』
が
占
領
軍
命
令

　
で
無
期
眼
発
行
停
止
を
受
け
た
あ
と
の
半
非
合
法
後
継
紙
で
あ
っ
た
㎎
平
和
と
独

　
立
㎞
が
、
一
九
九
九
年
夏
復
刻
さ
れ
た
さ
い
、
発
行
所
の
五
月
書
房
は
日
本
共
産

　
党
中
央
委
員
会
に
そ
の
許
諾
を
求
め
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
現
在
の
日
本
共
産
党

　
は
、
一
九
五
〇
年
代
前
半
の
時
期
の
、
い
わ
ゆ
る
徳
田
主
流
派
に
よ
る
「
臨
時
申

　
央
指
導
部
」
や
、
そ
の
も
と
で
の
「
四
全
協
」
¶
五
全
協
」
の
決
定
を
、
分
裂
し

　
た
一
方
の
側
が
勝
手
し
た
も
の
で
、
日
本
共
産
党
と
し
て
の
活
動
で
は
な
く
、
関

　
知
し
な
い
と
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
五
月
書
房
の
復
刻
版
出
版
事

　
業
に
つ
い
て
、
許
諾
を
与
え
る
立
場
に
な
い
と
の
回
答
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の

　
点
か
ら
見
る
と
、
今
回
の
『
戦
後
初
期
沖
縄
解
放
運
動
資
料
集
㎞
に
対
す
る
日
本

　
共
産
党
中
央
委
員
会
の
対
応
は
、
み
ず
か
ら
が
、
い
わ
ゆ
る
「
共
産
党
五
〇
年
分

　
裂
」
時
代
の
、
い
ず
れ
の
側
に
つ
い
て
も
歴
史
的
重
任
を
負
う
継
承
者
と
い
う
、

　
ま
っ
と
う
な
立
場
に
立
っ
て
い
く
萌
芽
と
い
え
な
く
も
な
い
。

　
　
中
村
智
子
欄
百
合
子
め
ぐ
り
』
（
未
来
社
、
一
九
九
八
年
）
は
、
か
つ
て
中
村

　
の
旧
著
『
宮
本
百
合
子
㎞
（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
三
年
）
に
対
し
て
、
日
本
共
産

　
党
が
そ
の
神
墾
な
神
殿
に
土
足
で
上
が
り
込
ま
れ
て
探
索
さ
れ
た
よ
う
な
ナ
ー
バ

　
ス
な
対
応
を
示
し
た
こ
と
な
ど
を
回
顧
し
た
部
分
が
あ
る
が
、
こ
う
し
た
現
象
も

　
昔
語
り
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

②
日
本
共
産
党
中
央
機
関
紙
『
ア
カ
ハ
タ
瞼
（
一
九
穴
六
年
二
月
よ
り
噸
赤
旗
』
、

　
～
九
九
七
年
四
月
分
り
『
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
』
と
改
題
）
も
、
～
九
四
五
年
か
ら
二

　
〇
〇
〇
年
に
い
た
る
時
期
の
も
の
が
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
復
刻
版
と
し

　
て
発
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
極
東
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）
。
同
紙
は
一
九
六

　
一
年
以
降
は
日
本
共
産
党
出
版
局
か
ら
縮
刷
版
が
発
行
さ
れ
て
お
り
、
お
も
に
東

　
京
周
辺
で
配
布
さ
れ
た
最
終
版
と
、
日
曜
版
が
収
め
ら
れ
て
い
る
（
二
〇
〇
四
年

　
よ
り
縮
刷
版
の
発
行
を
停
止
し
、
O
U
－
沁
○
ζ
版
を
販
売
し
て
い
る
）
。
し
か
し

　
縮
刷
版
発
行
以
前
の
、
敗
戦
直
後
か
ら
約
一
五
年
間
の
『
ア
カ
ハ
タ
㎞
を
揃
え
て

　
所
蔵
す
る
機
関
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
部
分
的
に
所
蔵
し
て
い
る
研
究
機
関
な
ど
を

　
経
巡
り
、
劣
化
の
激
し
い
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
閲
覧
す
る
こ
と
は
容
易
な
作
業
で

　
は
な
か
っ
た
が
、
臼
本
共
産
党
中
央
機
関
紙
閲
覧
の
条
件
は
大
き
く
変
化
し
た
わ

　
け
で
あ
る
。

③
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
の
記
事
索
引
と
し
て
、
山
本
武
利
ら
の
二
〇
世
紀
メ
デ
ィ
ア
研

　
究
所
が
科
学
研
究
費
の
交
付
を
受
け
て
構
築
し
た
「
占
領
期
雑
誌
記
事
情
報
デ
ー

　
タ
ベ
ー
ス
」
冒
頭
＼
＼
ξ
芝
≦
も
冨
p
α
Q
巴
げ
．
」
黛
が
有
用
で
あ
る
。
二
〇
〇
三
年
三

　
月
末
現
在
で
、
雑
誌
タ
イ
ト
ル
数
七
三
六
七
、
記
事
レ
コ
ー
ド
数
＝
一
六
万
九
五

　
七
九
が
入
力
さ
れ
て
い
る
。

④
な
お
水
野
津
太
の
波
乱
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
由
井
格
・
由
井
り
ょ
う
子
編
著

　
隅
革
命
に
生
き
る
一
水
野
津
太
　
時
代
の
証
言
』
（
五
月
書
房
、
二
〇
〇
五

　
年
）
が
あ
る
。

⑤
戦
前
の
運
動
歴
を
有
す
る
元
左
翼
活
動
家
た
ち
が
中
心
と
な
っ
た
運
動
史
の
情

　
報
紙
誌
と
し
て
前
著
で
取
り
上
げ
た
も
の
の
う
ち
、
二
〇
〇
五
年
現
在
で
な
お
継

　
続
し
て
い
る
も
の
は
、
京
都
の
民
主
運
動
史
を
語
る
会
編
『
燈
原
隔
く
ら
い
で
、

　
二
〇
〇
六
年
一
月
現
在
第
一
六
二
号
を
数
え
る
。
そ
の
内
容
と
書
き
手
も
嶺
然
の

　
こ
と
な
が
ら
新
し
い
時
期
に
入
っ
て
い
る
。

⑥
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
対
象
者
た
ち
の
証
言
を
中
心
と
し
た
編
纂
物
と
し
て
竺
九
五

　
〇
年
七
月
二
八
日
H
朝
日
新
聞
社
の
レ
ッ
ド
パ
…
ジ
証
言
録
』
（
面
素
社
、
　
一
九

　
八
一
年
）
が
早
期
の
も
の
だ
が
、
そ
の
後
に
、
『
聞
書
・
電
産
の
群
像
”
電
産
十

　
月
闘
争
・
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
・
電
産
五
二
年
争
議
』
（
平
原
社
、
一
九
九
二
年
）
、

　
『
検
証
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
け
電
力
産
業
労
働
者
の
闘
い
と
証
誉
睡
（
光
陽
出
版
社
、

　
一
九
九
五
年
）
、
魍
源
流
“
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
五
〇
年
の
た
た
か
い
に
ご
世
紀
へ
の

　
継
承
隔
（
光
陽
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
『
回
想
・
尼
崎
の
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
』
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（
耕
文
社
、
二
〇
〇
二
年
）
な
ど
が
登
場
し
、
三
宅
明
正
『
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
と

　
は
何
か
”
日
本
占
領
の
影
』
（
大
月
書
店
、
一
九
九
四
年
）
、
平
田
哲
夫
魍
レ
ッ

　
ド
・
パ
ー
ジ
の
史
的
究
明
』
（
新
日
本
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
と
い
っ
た
研
究

　
書
も
出
現
し
た
。
そ
の
他
、
敗
戦
直
後
の
労
働
運
動
に
つ
い
て
の
共
産
党
関
係
者

　
の
証
言
録
と
し
て
は
、
す
で
に
増
山
太
助
、
松
本
健
二
、
鈴
木
市
蔵
、
伊
井
弥
四

　
郎
、
長
谷
川
浩
ら
の
回
想
記
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
が
、
最
近
で
は
、
宮
本
太
郎

　
噸
回
想
の
読
売
争
議
一
あ
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
人
生
睡
（
新
日
本
出
版
社
、

　
一
九
九
四
年
）
、
宮
森
繁
開
東
宝
争
議
追
想
腕
（
光
陽
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
な

　
ど
が
加
わ
っ
た
。
㎎
「
女
工
哀
史
」
を
ぬ
り
か
え
た
織
姫
た
ち
』
（
光
陽
出
版
社
、

　
一
九
九
九
年
）
と
い
っ
た
運
動
の
語
り
部
記
録
運
動
も
、
一
時
期
ほ
ど
活
発
と
は

　
い
え
な
い
。

　
な
お
大
原
社
会
問
題
研
究
所
編
『
黙
黙
　
産
別
会
議
の
運
動
馳
（
お
茶
の
水
書
房
、

　
二
〇
〇
〇
年
）
、
同
隅
証
誉
　
占
領
期
の
左
翼
メ
デ
ィ
ア
』
（
御
茶
の
水
書
募
、
二

　
〇
〇
五
年
）
は
吉
田
健
二
ら
の
努
力
に
よ
る
貴
重
な
オ
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
集
積

　
で
あ
る
。

⑦
京
大
天
皇
事
件
五
〇
周
年
を
記
念
す
る
集
会
が
、
二
〇
〇
一
年
二
月
ご
百

　
に
京
都
で
開
催
さ
れ
、
そ
の
㎎
記
録
集
』
が
印
捌
さ
れ
た
（
二
〇
〇
二
年
刊
）
。

　
こ
の
事
件
で
は
退
学
な
ど
の
処
分
が
出
て
い
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
そ
の
救
援
運
動

　
は
ほ
と
ん
ど
組
織
さ
れ
ず
、
事
件
関
係
者
が
こ
の
よ
う
に
一
同
に
集
う
機
会
は
五

　
〇
年
の
間
な
か
っ
た
と
あ
る
。
一
九
五
〇
年
代
前
半
期
の
日
本
共
産
党
京
大
細
胞

　
関
係
者
が
寡
黙
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
早
稲
田
｝
九
五
〇
年
記
録
の
会
『
早
稲
田

　
一
九
五
〇
年
　
史
料
と
証
誉
』
（
全
五
号
、
一
九
九
七
～
一
九
九
九
年
）
、
東
京
大

　
学
学
生
細
胞
閲
係
者
に
よ
る
買
・
九
会
文
集
』
（
全
六
集
、
一
九
九
七
～
二
〇

　
〇
三
年
）
あ
る
い
は
「
私
の
女
高
師
私
の
お
茶
粥
』
（
二
〇
〇
四
年
掛
な
ど
、

　
当
時
の
学
生
運
動
と
学
生
党
活
動
の
証
言
を
積
極
的
に
残
す
努
力
が
、
そ
の
五
〇

　
周
年
前
後
に
当
事
者
た
ち
に
よ
っ
て
取
り
組
ま
れ
た
。
ま
た
砂
川
閲
争
五
〇
周
年

　
を
記
念
し
て
、
砂
川
闘
争
に
参
加
し
た
人
々
の
回
想
記
集
㎎
砂
川
闘
争
五
〇
年

　
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
』
（
け
や
き
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）
が
刊
行
さ
れ
、
富
岡
政
雄

　
『
砂
川
闘
争
の
記
録
』
（
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
〇
五
年
）
が
復
刊
さ
れ
た
。

⑧
最
近
～
○
年
間
で
の
、
戦
前
期
の
活
動
歴
を
有
す
る
者
に
関
係
す
る
出
版
は
岩

　
井
会
編
『
岩
井
弼
次
－
七
五
年
の
足
跡
1
㎞
（
創
生
社
、
二
〇
〇
一
年
）
、
横

　
井
陽
　
編
『
横
井
亀
夫
の
生
涯
㎞
（
同
時
代
社
、
二
〇
〇
二
年
）
、
中
西
三
洋
『
治

　
安
維
持
垂
下
の
青
春
』
（
光
陽
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
、
永
山
正
昭
『
星
星
之

　
火
』
（
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
三
年
）
、
『
治
安
維
持
法
意
に
生
き
て
一
高
沖
陽

　
造
の
証
言
』
（
影
書
房
、
二
〇
〇
三
年
）
な
ど
、
か
な
り
限
定
的
な
も
の
に
な
つ

　
て
い
る
の
は
避
け
ら
れ
な
い
。
共
産
党
関
係
者
以
外
に
お
い
て
も
棚
橋
小
虎
『
小

　
虎
が
駆
け
る
』
（
毎
日
新
聞
社
、
一
九
九
九
年
）
な
ど
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
を
例

　
示
し
て
お
く
。

⑨
　
戦
後
の
共
産
党
員
と
し
て
の
活
動
歴
を
有
す
る
人
々
の
圓
顧
録
も
相
当
の
数
に

　
上
る
が
、
松
江
澄
『
広
島
の
原
点
へ
…
自
分
史
と
し
て
の
戦
後
五
〇
年
』
（
社

　
会
評
論
社
、
一
九
九
五
年
）
な
ど
、
本
人
自
身
が
書
き
残
し
た
自
伝
・
回
顧
録
よ

　
り
も
、
本
人
の
逝
去
の
の
ち
に
親
し
い
同
志
た
ち
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
る
遺
稿
集

　
と
追
悼
文
集
を
兼
ね
た
出
版
物
が
む
し
ろ
目
立
つ
。
そ
の
な
か
で
『
追
悼
　
春
日

　
庄
次
郎
』
（
～
九
七
六
年
）
や
『
内
藤
知
周
著
作
集
㎞
（
亜
紀
轡
房
、
一
九
七
七

　
年
）
に
続
き
、
小
森
春
雄
『
共
産
主
義
運
動
の
原
点
』
（
ウ
ニ
タ
轡
舗
、
一
九
八

　
六
年
）
、
野
田
弥
三
郎
『
自
伝
　
マ
ル
ク
ス
主
義
六
〇
年
』
と
『
野
田
弥
三
郎
著

　
作
集
』
（
小
川
町
企
画
、
一
九
八
八
年
）
、
哩
片
山
さ
と
し
遺
稿
集
㎞
（
同
編
纂
委
員

　
会
、
一
九
九
五
年
）
、
雪
柳
茂
次
一
著
作
・
回
想
紬
（
社
会
評
論
社
、
二
〇
〇

　
二
年
）
な
ど
は
、
元
日
本
共
産
党
幹
部
で
～
九
六
〇
年
代
初
期
に
日
本
共
産
党
を

　
離
れ
た
人
々
で
あ
る
が
、
今
読
み
返
し
て
み
る
と
、
党
と
社
ム
靴
型
義
体
制
の
絶
対

　
視
な
ど
、
彼
ら
が
批
判
し
た
党
主
流
の
発
想
に
驚
く
ほ
ど
近
い
こ
と
を
し
ば
し
ば

　
感
じ
さ
せ
る
。

⑩
島
成
郎
は
逝
去
の
直
前
、
高
沢
皓
司
ら
の
協
力
を
得
て
資
料
集
『
ブ
ン
ド
（
共

　
産
主
義
者
同
盟
）
の
思
想
』
全
七
巻
、
別
巻
～
（
批
評
社
、
一
九
九
九
年
）
を
刊
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行
し
た
。
新
左
翼
系
党
派
の
資
料
集
は
こ
れ
ま
で
に
も
「
赤
軍
」
ド
キ
ュ
メ
ン

ト
”
戦
闘
の
向
示
録
（
増
補
版
）
』
（
新
泉
社
、
～
九
七
八
年
）
な
ど
い
く
つ
か
を

数
え
る
が
、
史
的
検
討
を
加
え
た
体
系
だ
っ
た
資
料
集
に
は
、

と
感
じ
ら
れ
る
。

な
お
距
離
が
あ
る

お
　
わ
　
り
　
に

民主主義・平和主義・社会主義（田中）

　
関
連
す
る
資
料
が
あ
ま
ね
く
公
開
さ
れ
、
共
有
化
さ
れ
る
状
態
に
あ
る
こ
と
が
「
歴
史
化
」
の
基
礎
条
件
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
日
本
の
共
産

主
義
運
動
史
も
、
こ
の
㏄
○
年
間
、
確
実
に
「
歴
史
化
」
の
過
程
を
進
ん
で
き
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
体
の
機
関
紙
誌
類
の
系
統
的
集
積
、
関

係
者
の
記
録
や
回
想
、
戦
前
期
が
主
で
は
あ
る
が
、
取
り
締
ま
り
側
の
記
録
の
大
ま
か
な
全
容
の
共
有
化
、
政
治
的
タ
ブ
ー
の
消
失
や
体
制
の

崩
壊
に
よ
る
秘
匿
資
料
の
公
開
、
こ
う
し
た
条
件
が
飛
躍
的
に
伸
張
し
た
最
近
の
一
〇
年
で
あ
っ
た
こ
と
を
ス
ケ
ッ
チ
し
て
み
た
。

　
二
〇
世
紀
の
達
成
物
に
つ
い
て
論
じ
る
に
さ
い
し
て
、
社
会
民
主
党
宣
言
か
ら
日
本
国
憲
法
へ
と
問
題
を
た
て
る
こ
と
は
、
政
治
的
民
主
主

義
の
伸
張
を
尺
度
に
し
ょ
う
と
い
う
指
向
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
日
本
に
社
会
主
義
思
想
が
導
入
さ
れ
る
に
さ
い
し
て
は
、

そ
れ
は
ま
ず
「
経
済
」
の
思
想
と
し
て
受
容
さ
れ
た
。

　
安
部
磯
雄
の
起
草
と
い
わ
れ
る
「
社
会
民
主
党
の
宙
三
亘
（
箱
労
働
世
界
』
第
七
九
号
、
一
九
〇
一
年
五
月
二
〇
日
号
に
掲
載
）
は
「
如
何
に
し
て

貧
富
の
懸
隔
を
打
破
す
べ
き
か
は
実
に
二
十
世
紀
に
於
け
る
の
大
問
題
な
り
」
と
の
書
き
出
し
で
始
ま
り
、
一
入
世
紀
末
の
フ
ラ
ン
ス
思
想
を

中
心
に
伝
播
し
た
自
由
民
権
の
思
想
は
政
治
上
の
平
等
主
義
を
も
た
ら
す
う
え
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
が
、
～
九
世
紀
の
資
本
主
義
の
発

展
と
物
質
的
進
歩
の
な
か
で
貧
富
の
格
差
と
い
う
新
た
な
問
題
を
生
じ
た
こ
と
を
述
べ
、
二
〇
世
紀
を
迎
え
た
当
面
の
課
題
を
端
的
に
「
経
済

上
の
平
等
は
本
に
し
て
政
治
上
の
平
等
は
末
な
り
」
と
断
じ
た
。
「
立
憲
の
政
治
を
行
ひ
て
政
権
を
公
平
に
分
配
し
た
り
と
す
る
も
、
経
済
上

の
不
公
平
に
し
て
除
去
せ
ら
れ
ざ
る
限
り
は
人
言
多
数
の
不
幸
は
依
然
と
し
て
存
す
べ
し
、
此
れ
我
党
が
政
治
問
題
を
解
す
る
に
当
り
全
力
を

経
済
問
題
に
傾
注
す
る
所
以
な
り
」
、
す
な
わ
ち
政
治
上
の
平
等
か
ら
、
さ
ら
に
経
済
上
の
平
等
の
追
求
が
二
〇
世
紀
に
お
い
て
前
面
に
登
場

し
て
い
る
課
題
で
あ
り
、
そ
の
処
方
箋
こ
そ
が
社
会
主
義
で
あ
る
と
い
う
立
場
で
あ
る
。
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つ
ま
り
、
社
会
主
義
の
思
想
が
政
治
の
次
元
で
は
な
く
、
経
済
の
次
元
の
問
題
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
「
宣
言
」
の
三
カ
月

下
に
公
刊
さ
れ
た
安
部
磯
雄
の
『
社
会
問
題
解
釈
法
』
（
一
九
〇
一
年
二
月
）
は
、
も
っ
ぱ
ら
貧
困
問
題
に
対
す
る
改
良
方
策
に
つ
い
て
の
い
く

つ
か
章
の
あ
と
、
資
本
主
義
経
済
組
織
の
「
根
本
的
改
革
」
と
し
て
の
社
会
主
義
に
関
す
る
最
終
章
が
あ
り
、
民
主
主
義
や
平
和
主
義
・
帝
国

主
義
に
関
わ
る
記
述
が
な
い
。
つ
ま
り
政
治
的
変
革
の
主
張
は
、
こ
の
書
に
お
い
て
は
回
避
さ
れ
て
い
る
。

　
『
社
会
問
題
解
釈
法
』
の
こ
う
し
た
自
己
限
定
的
内
容
か
ら
す
れ
ば
、
同
じ
く
安
部
が
起
草
し
た
と
さ
れ
る
「
社
会
民
主
党
宣
言
」
が
平
和

主
義
や
民
主
主
義
の
主
張
に
言
及
し
て
い
る
の
は
い
さ
さ
か
唐
突
で
あ
る
。
「
我
党
は
社
会
主
義
を
経
と
し
、
民
主
主
義
を
緯
と
し
て
其
の
旗

幟
を
明
白
に
せ
り
」
と
の
著
名
な
一
句
は
、
社
会
民
主
党
の
理
想
綱
領
八
項
と
、
「
実
際
的
運
動
」
の
綱
領
二
十
八
項
を
列
挙
し
た
あ
と
、
こ

れ
ら
を
総
括
的
に
説
明
す
る
言
葉
と
し
て
登
場
す
る
。
そ
の
「
実
際
的
綱
領
」
に
は
貴
族
院
廃
止
・
治
安
警
察
法
の
廃
止
・
軍
備
の
縮
小
・
普

通
選
挙
法
の
実
施
・
労
働
組
合
法
の
制
定
と
団
結
権
の
保
障
・
小
作
人
保
護
法
の
保
障
な
ど
の
お
も
に
政
治
課
題
を
列
挙
し
た
。

　
二
〇
世
紀
初
頭
の
こ
の
時
期
、
社
会
主
義
は
国
営
・
な
い
し
公
営
本
位
主
義
で
あ
る
こ
と
が
主
要
な
特
徴
と
し
て
説
明
さ
れ
、
そ
れ
は
個
人

主
義
・
利
己
主
義
と
し
て
理
解
さ
れ
た
資
本
主
義
の
対
概
念
と
さ
れ
た
。
あ
る
い
は
弱
肉
強
食
主
義
の
資
本
主
義
に
対
し
て
、
相
互
扶
助
の
思

想
と
し
て
社
会
主
義
は
説
か
れ
た
。
資
本
主
義
の
矛
盾
に
対
す
る
処
方
箋
と
し
て
、
建
設
的
な
主
張
が
社
会
主
義
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
の
主
張

が
「
経
済
」
の
次
元
に
と
ど
ま
る
限
り
。

　
安
部
磯
雄
と
親
し
か
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
社
会
事
業
家
の
石
井
十
次
は
、
一
八
九
〇
年
代
の
初
期
に
は
、
安
部
を
逓
じ
て
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
主

義
者
ヘ
ン
リ
ー
1
ー
ジ
ョ
ー
ジ
の
著
書
を
読
み
、
み
ず
か
ら
「
社
会
党
」
の
た
め
の
運
動
を
構
想
す
る
。
し
か
し
そ
れ
か
ら
｝
○
年
以
上
を
経
た

日
露
戦
後
に
お
い
て
、
石
井
は
、
「
社
会
防
衛
論
」
の
立
場
か
ら
慈
善
の
必
要
を
説
き
、
社
会
主
義
と
革
命
に
敵
対
し
て
い
く
。
同
じ
よ
う
な

こ
と
は
山
室
軍
平
や
留
岡
幸
助
に
も
あ
て
は
ま
ろ
う
。
安
部
ら
が
同
志
社
で
ラ
ー
ネ
ッ
ド
か
ら
受
け
た
「
貧
困
」
の
経
済
学
は
、
慈
善
事
業
の

効
用
を
説
い
た
。
さ
ら
に
安
部
は
応
急
的
処
置
と
し
て
の
慈
善
事
業
と
、
根
本
的
改
革
と
し
て
の
社
会
主
義
の
併
存
を
『
社
会
問
題
解
釈
法
』

で
行
っ
た
。
し
か
し
日
露
戦
後
に
お
い
て
山
口
孤
剣
や
山
川
均
と
い
っ
た
新
し
い
世
代
の
社
会
王
義
活
動
家
た
ち
は
、
慈
善
事
業
で
貧
民
の
救

162 （162）



民主主義・平和主義・社会主義（田中）

済
は
不
可
能
で
あ
り
、
慈
善
事
業
は
資
本
家
の
延
命
策
、
す
な
わ
ち
革
命
を
起
こ
さ
せ
な
い
た
め
の
反
動
的
政
策
で
あ
る
と
の
主
張
を
強
く
打

ち
出
し
て
い
く
。
社
会
主
義
と
社
会
事
業
は
大
き
く
乖
離
し
、
そ
の
併
存
を
模
索
し
た
安
部
は
、
運
動
の
第
一
戦
か
ら
退
い
て
早
稲
田
の
教
員

と
し
て
の
職
務
の
な
か
に
専
念
し
、
社
会
主
義
の
政
治
運
動
家
と
し
て
は
し
ば
ら
く
身
を
引
い
た
形
と
な
る
。

　
き
わ
め
て
図
式
的
な
説
明
を
す
れ
ば
、
日
露
非
戦
論
の
提
唱
を
境
に
、
初
期
社
会
主
義
の
よ
っ
て
立
つ
基
盤
は
、
「
経
済
」
か
ら
「
政
治
」

へ
、
経
済
変
革
か
ら
反
戦
平
和
へ
と
力
点
を
移
し
た
。
そ
れ
が
か
れ
ら
の
社
会
的
位
置
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
片
山
潜
ら
の
「
議

会
政
策
」
派
は
そ
れ
で
も
日
露
戦
争
前
の
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
、
体
制
調
和
を
指
向
す
る
社
会
主
義
像
を
維
持
し
た
が
、
薪
た
に
登
場
し
た
社

会
主
義
の
新
世
代
の
担
い
手
た
ち
（
山
川
、
荒
畑
、
大
杉
ら
）
に
と
っ
て
片
山
は
、
す
で
に
反
発
の
対
象
で
し
が
な
か
っ
た
。

　
そ
の
片
山
潜
の
第
二
次
大
戦
後
の
論
文
集
に
『
反
戦
平
和
の
た
め
に
』
と
題
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
（
国
民
文
庫
、
一
九
五
四
年
）
。
原
著
は
一

九
三
五
年
に
モ
ス
ク
ワ
で
発
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
執
行
委
員
と
し
て
の
片
山
の
～
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
前
半
に
か

け
て
の
「
反
戦
平
和
」
に
か
か
わ
る
論
文
や
演
説
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
片
山
は
、
日
露
戦
争
中
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
万
国
社
会
党
大
会

で
ロ
シ
ア
の
社
会
主
義
者
プ
レ
ハ
ー
ノ
ブ
と
壇
上
で
の
握
手
と
い
う
見
せ
場
を
演
じ
た
こ
と
で
著
名
な
人
物
で
あ
り
、
い
わ
ば
社
会
主
義
者
の

「
反
戦
」
の
象
徴
視
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
第
二
次
大
戦
後
の
片
山
の
論
文
集
の
タ
イ
ト
ル
に
も
反
映
さ
れ
た
も
の
と
い
え

よ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
日
露
戦
争
当
時
の
「
非
戦
論
」
と
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
「
反
帝
平
和
運
動
」
は
似
て
非
な
る
も
の
で
あ
る
。
コ
ミ
ン
テ
ル
ン

は
多
く
の
平
祁
運
動
を
、
革
命
的
状
勢
へ
の
成
熟
を
妨
害
す
る
「
絶
対
平
和
主
義
」
と
し
て
排
除
し
、
攻
撃
し
た
。
『
反
戦
平
和
の
た
め
に
』

に
収
め
ら
れ
た
論
文
発
表
の
時
期
に
お
け
る
片
山
が
依
拠
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
ト
ル
ス
ト
イ
を
も
担
ぎ
出
し
た
日
露
戦

争
期
の
日
本
の
社
会
主
義
者
の
非
戦
論
は
、
絶
対
平
和
主
義
以
外
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
は
ず
だ
が
、
も
ち
ろ
ん
片
山
が
そ
の
比
較
説
明
を
な

し
得
る
は
ず
が
な
い
。

　
日
露
非
戦
論
は
、
そ
れ
以
前
の
初
期
社
会
主
義
の
脈
絡
か
ら
も
、
あ
る
い
は
の
ち
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
型
の
「
平
和
運
動
」
か
ら
も
、
異
質
の
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要
素
を
持
っ
て
い
る
。
「
社
会
主
義
」
の
歴
史
の
な
か
で
は
、
そ
れ
が
「
反
戦
」
と
結
び
つ
く
の
は
、
両
者
が
と
も
に
「
反
体
制
」
的
要
素
を

帯
び
る
と
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
あ
る
種
の
政
治
力
学
の
な
せ
る
わ
ざ
で
は
あ
っ
て
も
、
経
済
変
革
の
理
論
と
し
て
の
社
会
主
義
論
が
必
然
的
に

反
戦
・
非
戦
の
論
理
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
。
平
民
社
と
『
平
民
新
聞
』
の
百
年
を
記
念
す
る
こ
と
の
意
味
は
、
「
非
戦
論
」
の
主
張
に

お
い
て
と
い
う
よ
り
も
、
そ
の
こ
と
に
よ
る
社
会
主
義
運
動
が
体
制
と
対
決
す
る
運
動
と
な
っ
た
と
こ
と
に
お
い
て
で
あ
ろ
う
。

　
民
主
主
義
、
平
和
主
義
、
そ
し
て
「
経
済
的
平
等
」
の
思
想
と
し
て
の
社
会
主
義
。
近
代
社
会
が
生
み
出
し
、
指
向
し
、
政
治
体
制
と
し
て

実
現
し
よ
う
と
し
た
こ
れ
ら
の
指
標
の
歴
史
的
達
成
を
～
つ
一
つ
吟
味
す
る
と
い
う
作
業
の
中
に
「
二
〇
世
紀
の
社
会
主
義
」
の
歴
史
的
相
対

化
作
業
が
あ
る
。
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was　the　switch　to　an　interpretation　revolving　arouRd　tke　“mutual　complementary

nattnre　of　the　Empire　arid　its　territories”　in　the　second　variation　that　was　G．

Schmidt’s　leomPlementdre　Reichs－Staat，　which　was　an　outgrowth　of　his　“potitical

system．”

　　Thirottgh　an　introduction　and　investigation　of　the　controversy　over　the　work　of

G．　Schrnidt，　this　article　aims　to　explore　the　image　of　early　modem　GermaRy　and

that　of　Europe　that　is　appropriate　at　a　time　when　the　future　of　globalization　is　in

questlon．

What　were　the　Achievements　of　Socialism　in　the　20th　Century？　：

Trends　in　Research　on　the　History　of　the　Communist　Movement

　　　　　　　　　　　　　　　　in　Japan　in　the　Last　Decade

by

TANAI〈A　Masato

The　demise　of　socialism　in　the　form　of　political　regimes　has　broken　old　political

taboos，　and　made　hitherto　sealed　documents　available　to　the　public．　As　a　result，

we　have　come　to　the　point　where　we　are　now　able　to　‘historicize’　the　Communist

movement．　The　twentieth　century　was　widely　understood　as　a　‘century　of　wars

and　revolutions’　that　constituted　a　part　of　larger　£ransitional　process　from　capital－

ism　to　socialism．　However，　as　sociatism　is　being　‘historicized’，　new　perspectives

towards　the　twentieth　ceRtury　and　its　achievements　have　emerged．

　　The　view　that　uriderstands　the　Declaration　of　Social　Democratic　Party　（1901）　as

an　origin　of　the　Japanese　Constitution　（1947）　emphasizes　contributions　of　sociatism

to　the　advancement　of　‘political’　democracy　in　Japan．　On　the　other　hand，　many

Japanese　accepted　socialism　primariiy　as　a　set　of　economic　rather　ehan　potitical

ideas．　In　this　context，　sociahsm　was　considered　as　an　agent　that　would　b血g　about

‘economic’　democracy　that　the　Japanese　bourgeois　revolution　had　failed　to　attain．

　　SociaJjsm　as　a　body　of　thought　will　allow　a　stma　wider　ar　ray　of　reinterpretation．　lt

may　also　be　re－evaluated　as　an　ofだsp血g　of　modernity　along　wi緬other　values　such

as　‘freedom，　equality，　and　fratemity’．　The　way　and　extent　to　which　sociatism　was

associated　witk　other　social　thoughts　such　as　democracy　and　pacdism　should　also

present　a　profitable　field　of　research　that　has　not　yet　been　suthciently　cultivated．
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